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開会 午前 ８時５８分 

 

○書記（山岡広司君） 改めまして、おはようございます。 

  きょう、総務教育常任委員会ということでご参集ご苦労さまです。 

  本日は、定例会初日に付託をされました議案について、審査のほうよろしくお願いをした

いと思います。 

  それでは、長谷部委員長より挨拶をいただきまして、進行のほうをよろしくお願いしたい

と思います。 

○委員長（長谷部 集君） 改めましておはようございます。 

  ３月の定例会の中の常任委員会ということで、ご参集大変ご苦労さまです。 

  本日の委員会はお手元に配付したとおり、条例関係その他の案件が何と９件ございます。

その後、一般会計の補正予算、最後に継続になっている請願も審査もありますので、何とか

午前中には終わりたいというふうに私委員長としては努力をしたいと思いますんで、ぜひと

もご協力をいただいて、進めていきたいと思います。 

  しかし、そうはいっても審査ですので、しっかりとするということもありますので、場合

によってはお昼を挟んで、また午後あるいは少しであれば延長をして進めていきたいという

ふうに思っていますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

  以上で挨拶とさせていただきます。 

  それでは、進行をさせていただきます。 

  ただいまの出席委員は７名であります。定足数に達しておりますので、これより総務教育

常任委員会を開会いたします。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） 本日の委員会は、定例会初日に付託されました議案第２号 峡北

広域行政事務組合規約の変更の協議の件外10議案の審査を行います。 

  審査は、お手元に配付した審査日程により、初めに議案第２号 峡北広域行政事務組合規

約の変更の協議の件外８件の条例案等の審査を行い、その後一般会計等補正予算歳出歳入の
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審査、そして特別会計補正予算の審査の順で行います。 

  委員、職員の方々に申し上げます。限られた時間での審査になりますので、質問、答弁は

簡潔明瞭にいただきますようよろしくお願いいたします。 

  それでは、これより付託されました各議案の審査を行います。 

  審査に当たっては、一問一答方式とし、会議規則第116条を遵守し、発言は全て簡明にす

るよう、お願いいたします。 

  また、委員の質疑を受けた後、傍聴議員の質疑を受けたいと思います。傍聴議員の質疑は、

さきの申し合わせのとおり、会派の割り当て人数により行います。質問は１問とし、再質問

は１回までとします。 

  それでは審査に入ります。 

  議案第２号 峡北広域行政事務組合規約の変更の協議の件を議題といたします。 

  議案について当局の説明を求めます。 

  横森企画財政課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 改めましておはようございます。 

  それでは、企画財政課から議案第２号 峡北広域行政事務組合規約の変更の協議の件につ

きましてご説明を申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

  定例審議会議案につきましては５ページを、定例審議会資料につきましては１ページに新

旧対照表がございますのでお開き願います。 

  まず、提案理由でありますが、峡北広域行政事務組合の規約を変更することにつきまして

は、地方自治法第286条第１項の規定により協議が求められましたので、地方自治法第290

条の規定に基づきまして議会の議決を必要とするものであります。 

  次に、規約変更の内容でありますが、定例審議会資料１ページの新旧対照表をごらんくだ

さい。 

  第３条、組合の共同処理する事務のうち、第１号の峡北広域市町村圏計画の策定及び同計

画に基づく事業の実施についての連絡調整に関する事務の管理及び執行と、第３号の峡北ふ

るさと市町村圏計画の策定に関する事務及び計画に基づく事業の実施並びに連絡調整に関す

る事務を削除し、第２号を１号繰り上げ、第４号から第６号までを各２号ずつ繰り上げるも

のであります。 

  また、第３条の改正により、下段の別表もあわせて改正するものであります。 

  峡北広域市町村圏計画と峡北ふるさと市町村圏計画の事務につきましては、下段の別表に
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あるとおり、韮崎市と北杜市に関連する事務であり、甲斐市は含まれておりませんが、組合

の構成市として協議に応ずるものであります。 

  なお、広域市町村圏計画に係る事務とふるさと市町村圏計画に係る事務につきましては、

甲斐市は旧双葉町を含め甲府地区広域行政事務組合において行っていたところでありますが、

平成22年度に事務を廃止し、規約を変更しております。 

  次に、第４条、組合の事務所の位置の変更につきましては、新庁舎建設による庁舎の移転

に伴うもので、山梨県韮崎市本町４丁目８番36号の新庁舎の住所に変更するものでありま

す。 

  以上で議案第２号 峡北広域行政事務組合規約の変更の協議の件につきまして、説明とさ

せていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） この組合事務所の４丁目８の36号って場所はどこでしたっけ、すい

ません。 

○委員長（長谷部 集君） 横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 今現在の本部のすぐ隣といいますか近くですけれども、あの

辺にそのあれなんでちょっとはっきり申し上げられませんけれども、今現在の庁舎の近辺に

建設しておるところであります。 

  一応、竣工式を４月17日に予定しているということで聞いているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これは一部削除ということで、今まで甲斐市がかかわる部分で全く内

容的にはかかわっている部分がないという認識でいいってことですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 合併する前には旧双葉町が峡北の事務組合のほうに含まれて

おりましたので、ふるさと市町村圏計画が国が法律等起こしまして計画を立った時点では当

時は含まれておりましたけれども、合併後に関しましては平成22年に峡北地区から甲府地
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区のほうへ旧双葉町を移しまして、一つの広域行政事務組合の中で事業を行うという形で変

更しております。 

  ですから、最初は当然合併前は双葉町が含まれておりましたので関連はしていましたけれ

ども、それ以降、合併以後で移してからはもう甲府地区の広域行政事務組合のほうで事務を

行っているという形になります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 今の件なんですけれども、平成22年と言っていましたよね。ここ

まで延びたということは、何かあれですか、この事務所もちょうど変更するから、じゃこの

際っつうような話ですかね、そうじゃないのかな。 

○委員長（長谷部 集君） 横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 詳しい説明は受けませんけれども、甲府地区広域行政事務組

合におきましては、国の法律が廃止になったときに規約の改正をしております。 

  ですから、本来でありましたら当然所期の目的を達成して国の法律等が廃止になった場合

には、その時点で変更するべきものだと私たちは思っております。 

  ですから、現在に至った理由は、峡北の中の内部の事務的な進め方に理由があるんじゃな

いかと推測しておるところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了し、以上で質疑を終了

いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第２号 峡北広域行政事務組合規約の変更の協

議の件について順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第２号 峡北広域行政事務組合規約の変更の協議の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に議案第３号 辺地に係る総合整備計画の変更について承認を求める件を議題といたし

ます。 

  議案について当局の説明を求めます。 

  内藤秘書政策課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 改めまして、おはようございます。 

  それでは、秘書政策課から議案第３号 辺地に係る総合整備計画の変更について承認を求

める件についてご説明を申し上げます。 

  まず、議案の７ページをお開きいただきたいと思います。 

  議案第３号 辺地に係る総合整備計画の変更について承認を求める件でございます。 

  この案件につきましては、福沢辺地に係る総合整備計画の内容を変更するに当たり、辺地

に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置法等に関する法律により、辺地対策

事業債の適用を受けるため、総合整備計画の変更について議会の承認をお願いするものでご

ざいます。 

  恐れ入りますが、甲斐市定例市議会資料のほうの、こちら２ページをお願いいたします。 

  これに沿ってご説明申し上げます。 

  まず、総合整備計画の変更及び議決ということで、県知事と総合整備計画変更の協議を調

え、本定例会において議会の議決を経て当該辺地に係る総合整備計画の変更を総務大臣に提

出するものでありまして、そのためにお願いをするものでございます。 

  本計画ですが、平成26年12月の議会で議決をいただいておりまして、全体の概要をご説

明申し上げます。 

  福沢辺地に係る総合整備計画の概要でございますが、計画区域としまして、大字としまし

て、下福沢、上福沢、神戸、下芦沢、上芦沢、亀沢の大明神の部分でございます、で構成さ
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れております。区域内の集落といたしましては、前屋、下福沢、上福沢、神戸、下芦沢、本

村、小川、平見城、大明神の９つの集落でございます。計画期間といたしましては、平成

27年度から31年度までの５カ年間。事業内容としましては、平成26年12月に次のような計

画を承認いただいております。 

  下芦沢線道路改良事業、平成27年度から平成31年度までの５カ年計画でございますが、

施設名としましては道路及び渡船施設と書いておりますが道路でございます。それから、事

業費として１億2,500万円、５年間ででございます。それから、事業内容としましては、延

長が600メートル、幅員が４メートルの道路でございまして、市道下芦沢線については一部

区間の幅員が４メートル未満、最小で２メートルの狭隘のところもございますので、車両の

往来に支障を来しており、また路線は曲線がきつく緊急車両等の進入が困難な状況だという

ことで、本線を下福沢辺地総合整備計画に位置づけ、現状道路を４メートルに拡幅して生活

道路の安全確保や生活道路の利便性の向上を図る道路改良事業として現在執行を行っている

ところでございます。 

  つきましては、今回の変更の事業としてお願いするものでございますが、まず先ほどご説

明いたしました下芦沢線道路改良事業、27年度やっておりますが、27年度の決算が出まし

たので、事業費の減額として78万5,000円を減額すると。 

  もう一つは、今回新規でお願いするものでございますが、下芦沢小川線の落石防止網設置

事業を新たに計画に追加するものでございます。これは、来年度に事業を行うものでござい

まして、施設名の区割りとしては同じように道路及び渡船施設というふうな部分に入るもの

でございます。事業費としましては1,900万、延長として40メートル、高さ20メートルのエ

リアを、場所につきましてはこちらから県道北上いたしまして、下芦沢小川線の本村の入り

口の上のほうの左側の道路の脇の斜面でございます。 

  現在、岩石や土砂の落石などが確認されておりまして、また本線は北部集落から市街地及

び近隣地域へのアクセス道路としての役割や、主要畜産団地に通じる唯一の市道でございま

す。土砂災害などで道路が閉鎖されると孤立集落となることが予想されます。そこで、通行

車両及び通行者の安全確保及び災害対策措置として落石防止網の設置事業を行うものでござ

います。 

  最後に、資料のまくっていただきまして４ページ、図面がございます。福沢辺地の今回の

対象でございますが、事業箇所としましては、上のほうにございます下芦沢の道路部分とそ

の北部の落石防止の事業でございます。 
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  なお、辺地の総合整備計画におきましては、毎年該当地域に関する予定事業を各課に照会

をしておりまして、各課において地域の要望等を考慮して、この事業で行うかどうかという

ことで事業をまとめているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） このところの事業区域と集落という２つのあれがあるんですけれども、

区域の中にこの集落が９集落あるけれども、ほかにも集落として位置づけるものがあるので

すかね、これ。この辺の区域と集落というのを分けれるのか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） ここのほうに例えば今の資料の４ページに図面がございます

が、上のほうの福沢辺地のエリアとしては９つの集落がエリアの中にあるということでござ

います。 

○委員長（長谷部 集君） いいですか、そのほか質疑ございませんか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） この辺地なんですけれども、福沢辺地とか菅口の辺地かありますよ

ね。この地図見ますとね、今建設産業部のほうで話に出ている森林の整備区域、これ同じよ

うの感じになる部分があるじゃないすかね。その辺の関係というのはどうなんすかね。森林

整備計画とこの辺地の総合計画との。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 辺地につきましては、どんなところかという指定もございま

して、今北部のほうのところを指定しているんですが、事業といたしましても指定されまし

て、幾つかあります。電灯用電気供給施設とか道路及び渡船施設、今言った道路、それから

農道とか林道、無線電話、固定の移動の放送局など法律によりでは23ぐらい指定されてい

まして、そん中でこのものを使って辺地債を使ってやる事業かということで、担当と協議を

してここの事業に位置づけているところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 僕が聞いたのはね、要はこの辺地の総合計画でいろいろ道路とか住
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民のための利便性の向上とか何とかと書いてありますよね。これと、この道路というのは森

林整備計画の中でもね、やっぱりこれ一緒になるようなところが多分あると思うんすよ、こ

う辺地だから。だから、その辺はね、お国の補助金とかそういうようなものを使ってやるわ

けだからね、ほら、あんまり無駄なことしてもしようがないわけだから、そういう総合計画

のほうの計画と森林整備のほうの計画と、やっぱり事業やるときには横の話し合いみたいな

こととかするということはない。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 先ほども話しましたが、この計画を変更とかあるいは５年に

一遍つくるときには、各課の事業を出してもらって協議してすり合わせをして、この辺地債

でやろうということで決めておりますので、その辺でさらに計画ごとの情報についてすり合

わせをしていきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 今、課長言われたようにね、とにかく関係するところはね、よく協

議しながらやっていただけるように要望しておきます。 

○委員長（長谷部 集君） 要望でよろしいですか。 

○委員（有泉庸一郎君） はい。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ３つほどお伺いします。 

  参考になんですけれども、この区域内集落の世帯数合わせてどのぐらいになりますか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） この福沢辺地のエリアの世帯数は102戸でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 次に、この施設名の中に、ちょっとさっき説明はあったんですが、道

路及び渡船施設とこう、渡船施設は実際には今ないということなんですか。それともどうい

ったことでこれ入っているのか教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） これは、辺地のこの法律の中で行うわけでありますので、う

ちとしては渡船施設ありませんが、ほかのところではそういう分類に入るということです。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 
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○委員（保坂芳子君） 主要畜産団地ってのありますけれども、これはいわゆる小林牧場とか

そういったところで、何カ所かあるんですか、団地というのは。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 平見城の部分に小林さんとか黒富士さんほか数件畜産をやっ

ているうちもありますんで、そこの部分を指しております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） ちょっと古い資料になって、記憶みてえな話になっちゃうんだけれど

も、これ27年度より前に１回５年間やっていますよね。やっていますね。それは完了して、

新たにこの600メートルという考えですか。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 前回の計画につきましては、平成22年から26年度までの５

年間の事業計画を定めております。まさしく、事業完了しましたので、新たな計画といたし

まして27年度から31年度と、事業計画を立ったものであります。 

  今回のものについては、その計画に新たに事業を追加する変更仕様です。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 前はこれ何メーターだったですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 前回の小川線の道路の整備事業につきましては、前回舗装事

業という形で540メートルを行ったものであります。 

  今回の小川線の落石防止網の設置事業につきましては、舗装ではなく落石防止に対する事

業です。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 道路改良のこと聞いているんだけれども。 

  前回の540メートル、道路改良だよね。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 前回につきましては、540メートル。今回につきましては、

600メートルです。 
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  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） そうすると、この後もまだありそうですか。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 下芦沢道路改良線につきましては、一応今回の変更につきま

しては、事業完了ということで平成27年の決算が完了していますから、事業費を訂正した

ものであります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） この部分につきましては、今回の５年で一応区切りがつくと

いうような形で申請をしているところです。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 質問がね、これ31年であと600メーターやると、そこから先はもうな

さそうですか、ありそうですかって聞いている。 

○委員長（長谷部 集君） ないということで……。 

○委員（斉藤芳夫君） ない。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 市道がありまして、集落の中を道路が入っていますので、そ

この部分を今やっていますので、今回の計画ではここまでつながるという計画でしておりま

すので、一度切りがつくというふうなことを考えております。 

  今後、毎年毎年、現地の情報、先ほども言いましたが、建設課等々が現場での状況を見な

がら計画をまた上げてくるというふうに考えています。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  米山議員。 

○議員（米山 昇君） 確認の意味でお尋ねしますが、これ辺地債を使うわけですけれども、

この辺地債の充当率というですかね、何％で、また元利償還金を交付税算入が何割されるの
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か、確認の意味でお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 充当率は100％でございます。 

  その後、元利償還の部分は80％になっています。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 辺地に係る総合整備計画についていろいろ言うわけじゃないんですけ

れども、先ほど保坂委員がちょっと聞きました、その今戸数が何戸あるかということでご説

明があったんですけれども、102戸。この102戸は27年度に行ったときと比較すると、どの

くらい減っているんですか、お尋ねします。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 前回の計画の時点では106世帯でありました。 

  今回の計画は102ですので、４世帯が減額している現状です。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 辺地がここに今これだけの区がありますけれども、本当に区によって

は存続が厳しいという中で、きのうも建設のほうで御岳田住宅あるいは三島住宅、三島の木

ですか、あの住宅がなくなると。なくなったらということ、また将来的な展望の中ではどう

するかということも含めて、これから辺地をまた31年までやって、その後やるかと思うん

ですけれども、そういうことを踏まえますと辺地の皆さん方はね、集落的に移転する、これ

行政が主導をとって区長さんとか地元対策やっていかなきゃいけなんと思うんですけれども。

その辺も踏まえて、これは要望でいいすけれどもね、ぜひやってほしいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより、本委員会に付託されました議案第３号 辺地に係る総合整備計画の変更につい

ての承認を求める件について順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論ございませんか。 



－15－ 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３号 辺地に係る総合整備計画の変更についての承認を求める件を採決

いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第22号 甲斐市空家等対策の推進に関する条例の制定の件を議題といたしま

す。 

  議題について当局の説明を求めます。 

  内藤秘書政策課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 引き続きまして、甲斐市空家等対策の推進に関する条例の制

定の件でご説明を申し上げます。 

  議案の73ページをお開きいただきたいと思います。 

  議案第22号 甲斐市空家等対策の推進に関する条例の制定の件でございます。 

  本条例の制定につきましては、国におきまして平成26年11月27日、空家等対策の推進に

関する特別措置法が公布され、平成27年５月26日に完全施行されました。本市においても、

庁内で空き家対策検討会を立ち上げ、空き家等の対策に関する条例について研究、検討を行

ってまいりました。 

  この特別措置法の趣旨を踏まえ、空き家等の適正な管理に関し所有者等及び市の責務を明

らかにするとともに、管理不全な状態にある空き家等に対する措置を定める必要があるため、

この条例を提出するものでございます。 

  それでは、内容についてご説明申し上げます。 

  まず、甲斐市空家等対策推進に関する条例ということで、１条で目的といたしまして、本

市における空き家等に関する対策を総合的かつ計画的に実施するため、市、市民、空き家等

の所有者等及び事業者の責務を明確にするとともに、空家等対策の推進に関する特別措置法

に定めるもののほか空き家等に関する措置について必要な事項を定めることにより、安心安

全なまちづくりの推進に寄与することを目的とすると定めさせていただきました。 
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  ２条といたしまして、この条例内で使用する用語について定めております。空き家等、特

定空き家等、空き家等の跡地、建築物、空き家等の所有者等、建築物の所有者等、事業者な

どの定義を定めております。 

  74ページをまくっていただきまして、第３条でございます。 

  第３条としましては、市の責務として、市の空き家等の発生の防止並びに空き家等及び空

き家等の跡地の活用の促進を図るために、必要な施策を総合的かつ効率的に推進しなければ

ならないとうたっております。また、前項の規定にする施策の実施に当たっては、所有者等、

事業者及び市民の協力を得るものとしております。 

  第４条につきましては、空き家等の所有者等の責務として、所有者等は空き家等の適切な

管理に努めるとともに、空き家等を積極的に活用するよう努めるものとすると定めさせてい

ただきました。また、空き家等の所有者等は跡地を利用する見込みがないときは、賃貸、譲

渡、その他これらを活用するための取り組みを行うよう努めるものとするとしております。 

  続きまして、５条では、事業者の責務といたしまして市が実施する空き家等及び空き家等

の跡地の活用に関する施策に協力するとともに、空き家等及び空き家等の跡地の活用及び流

通の促進を努め、また空き家等の所有者等が行う取り組みに協力するよう努めるものとする

と定めております。 

  続きまして、６条で市民の責務をうたっておりまして、市民の責務といたしまして、空き

家等が及ぼす生活環境への影響について理解を深めるとともに、市施策に協力するよう努め

るものするとしております。 

  続きまして、７条では所有者等に空き家等の発生の予防・防止に努めるよう促すこととし

ております。 

  それから、８条では空き家等対策の計画の策定をすることとしております。 

  それから、９条では空き家等対策協議会の設置とその内容について定めています。その協

議会の設置の根拠、協議する内容、組織、構成、任期などについて定めているものでござい

ます。 

  右の75ページにまいりまして、第10条です。 

  10条では、市として空き家等の適切な管理の促進等のための取り組みや対応について定

めております。 

  次の11条では、緊急安全措置として所有者の事前同意及び事後告知等によりまして対応

するとともに、その経費の扱いにも定めております。 
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  それから、76ページに入りまして、12条では空き家等及び空き家等の跡地について円滑

に活用等されるよう定めております。 

  13条では、必要な事項を市長が定める旨を記しております。 

  そのあと附則でございますが、内容的には概略をご説明いたしました。 

  以上でございますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 第８条の対策計画の策定とありますが、具体的にはどんなふうに。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） この条例が承認いただきました上でこれを作成しますが、内

容的には計画の背景や趣旨、位置づけ等うたった上で、空き家等の現状と課題、甲斐市の推

計とか、空き家の総数の内訳、実態調査昨年からずっとやっておりますが、それの集計の結

果等うたった上で、計画の基本方針それから施策の取り組み、実施体制などを内容的にうた

う予定でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） きのう、建設でも説明があった市の所有している空き家壊していると。

現状所有している残り戸数はどのくらいあるんですか。使っていない空き家の市営住宅。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 今回のこの甲斐市空家等対策の推進に関する条例の中では公

共の持ち物は対象外となっておりますので、それはまた別のことで対応しておりますので、

これ対象外になっています。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 基本的にはこの空き家が市民生活というか市民に何か害が及ぶよう

な場合は、基本的には所有者が片づけるんでしょうけれども、この条例にも書いてあるよう

に、10条でも市長が助言や援助を行うようなこと書いてあるんだけれども、もう緊急とか

誰が見ても危ないようなものを所有者が片づけない場合は、今までもそうだったんだろうけ

れども、市の費用で片づけるんですかね、そういうものは。市で片づけて所有者に請求する
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とか、その辺はどうなっているんですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） その部分が今回条例で定めたところでございまして、空家等

に関する特別措置法では、その緊急措置ということは安全措置というのまでもうたってあり

ませんので、今回の条例の中でうたわせて、11条ですか、緊急措置をうたっておりまして、

当然、空き家の持ち主にその旨を素早くやるようにということで、告示したりするんですが、

やっていただけない、あるいは緊急措置ということであれば、うちのほうで処置して空き家

の所有者から徴収するというような形をここではうたっております。 

○委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） やり方としてはそういうことなんだろうけれども、現実としてはど

うなんですかね、実際、でも、そういう例があるのかどうかわかんないけれども、実際所有

者が応じますかね。その強制的に、法的に強制力があるということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 甲斐市はおかげさまで特定空き家というひどいような空き家

は現状は少ないです。平成25年においてやはり竜王地内で建物が本当に特定空き家のもの

があったんですけれども、指導・勧告によって個人の費用で撤去した経過はあります。 

○委員長（長谷部 集君） 法的権力があるかどうか。 

  丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 法的制力につきましては、確かこの条例を定めた中で、協議

会等設置した中で判断した中でとり行なっていくものがあります。 

  国のほうでもその部分については補助対象というものの経過も出ていますので、他の自治

体では実際的に自治体による撤去した処理の事例もございます。 

  今現時点、市ではそこまで市単独の費用負担ということは考えていないんですけれども、

いずれ今回の緊急措置ということで第11条の中で講ずることができるという条例制定いた

しましたので、対応はできる体制にはなることとなります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） そういうことは、この条例ではできることになっているんだけれど

も、現実的にはやっぱりそういう問題がね、今後発生するような気がするんですよね。 

  その辺はよく研究しておいてください。今、幸いそういう事案がないということですから
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いいんですけれども、多分そういうものが発生すると思うんですよ、今後はね。よろしくお

願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この条例の中で今費用のことについては、個人の負担というかはこれ

当然のことだと思うんですけれども、この罰則規定というかそういうものはうたっていない

んですけれども、何かそれに関係するような措置というかね、ある程度厳しいものがないと

なかなか。他県の事例なんか見ると、市の費用で解体撤去したけれども、この回収がなかな

かできないというのが問題だというふうなことが報道されているわけですけれども、その点

についてそういうものを参考してやる上である程度こう強いそういう制約というか、そうい

うものを設ける必要もあるじゃねえかなとは思うですけれども、その点についてはどうです

かね。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 確かに、各地でさまざまな事例が出ておりまして、対応して

いきれない部分出ているような話を聞いておりますが、甲斐市としてはまだそこまで罰則ま

で設けというふうなことは条例制定の上では考えてまだいかなかったところでございまして、

この条例の４条以降にそれぞれの所有者の責務とか市民の責務も含めて、事業者の責務含め

て形でうたいまして、さらに市民の皆さんに空き家というものに対する認識を高めていただ

いて、事前に防止するという形でお願いをしていく方向で進めていきたいとは考えています。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、この空き家対策ということで法律が出たときに、市でも空き

家対策の現状調査ということで各自治会に調査を依頼した経過があります。その中で、特定

空き家ですか、特に危険が伴うというか、そういう調査の結果はどんなぐあいになったです

かね。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 平成27年度において各自治会に調査をお願いしまして、

1,414軒あったということをご報告させていただいております。 

  その後、今年度自治会の調査結果をもとに担当課で合同による調査を行いまして、今現在

把握している数字が自治会報告から86軒減の1,128軒が空き家という外観の調査が終わった

ところであります。 

  最終的に今その集計を行っておりまして、特定空き家と指定となりますと撤去または危険
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という判断になりますので、今現在写真等整理しながら、最終調整を行っております。今把

握できているのは1,128軒が空き家の状態です。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、特定空き家をなかなか特定できないということなんだけれども、

要は特定空き家が一番問題になるわけで、その部分のところをしっかり把握してその措置を

やっていかないと、危険性が伴う部分があるので、その辺についてね、今後この条例を制定

すると同時に、特定空き家のその処理というかそういうことに関して、ちょっとこれ、そこ

から先って担当課がまた変わるかとは思いますけれども、その辺を連携しながらやっぱり特

定空き家に関することを重点的に置いて進めていってもらいたいと思うんすけれども、その

辺はどうすかね。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 先ほど係長がご説明しましたが、今調査をして最終を詰めて

いるところでございます。絞り込んだものを職員が実際に見に行って、中には入るというこ

とはちょっと今まだ難しい状況ですが、外観から見て再度詳しい調査をしておりますので、

その結果を待って、まとめたところで分類をして、早急に対応しなければならないものは対

応していくという形で進めていきたいと思います。 

  まずは今、最終的な固めをやっているところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 私も今ちょっと公共団体が所有しているものとか管理しているものは

除くという定義をちょっと読まないで聞いちゃってすいませんでした。 

  ただ、こういうふうに普通の民間のそういう住宅に空き家が非常に危険だ云々と言ってい

るのと同じように、公営住宅で非常に危険だということはもうはるかに昔から承知している

話なんだよね。何でそこだけ、そういうものには手をつけるような文面が一言もなくて、民

間のそういうものだけ言っても効果が出ないですよこれ、はっきり言って。 

  市営住宅みんなぼろぼろでそのままほったらかしてあるのに、何言ってんだという話が必

ず出てくる話という可能性があるんで、その辺はどういうふうに。例えば、これ国が、ある

いは上部団体がこういうふうにつくってきた条例をそのまんま甲斐市の項目に当てはめただ

けなのか、甲斐市が独自でこの条例に対してどういう思いを持ってつくっているか、その辺

を聞きたいんだけれども。 
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○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○委員（内藤久歳君） 斉藤議員のおっしゃった建物として見ると、老朽化が進んでいたり空

き家という部分があるではないかということで、この中でということですが、もう既にこれ

は市のもの、市の公共施設につきましてはもちろん市が当然責任を負って対応をしていくも

のでございまして、ここのエリアとこの空家対策等の推進に関する条例の中で、議論する以

前の問題だというふうに考えております。 

  これ普通のある一般のところの空き家を条例として制定して、空き家の対応をしていこう

ということでございまして、公共施設につきましては、もう市役所のほうで管理等でかっち

りやっていただくということで抜けているというふうに考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） ということは、安全性云々の担保も責任もこれは市のものだから不安

全でもいいという考え方ですか。 

  あるいは、市が責任を持つから不安全なままでも管理していてもいいという話ですか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） そういうことではございませんで、市の所有のものですので、

市でしっかり管理をしていくということで考えているということでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） これは他市町の例もあるんですけれども、そういうようなことの中で

市の方向として長屋式の中に一戸しかないとかすると、切っちゃったりしてでも壊している

自治体があるんですよね。要するに空き家だと。 

  市の所有している空き家、ほかの空き家のことの指導のためにも、五軒長屋に１軒しか住

んでなかったら１軒のところだけ残してほか処分しちゃうとかという手もやっている自治体

もあるんですよ。そういうのを見ると、やっぱり普通の空き家は放置されないようにするた

めにも、市が率先してそういうこともやっていかないと、効果が非常に薄いということがあ

り得ると思うんだけれども、その辺はこの空き家の条例と関係のない部分だと言うんであれ

ばどういう部分に関係ある部分の話になりますか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 市営住宅につきましては、市営住宅の長寿命化計画等公共施

設についてはそれぞれ限らず策定をしていきますので、そちらのほうで対応できるのはない

かというふうに考えておりますが。 
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○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） この条例はもし今回議決受ければ、これ有効になりますよね。その後

のこの計画、それから協議会、こうしたものの日程というのはどんなふうになりますか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 計画につきましては、先ほど庁内の検討会がありますので、

そちらのほうで条例と一緒に同時進行で詰めてきました。 

  ただ、この条例が施行されないと、その計画は出せませんので、この条例が出たところで

内容をさらに整備して、早急に提示させて見ていただきたいというふうに考えております。 

  協議会の設立につきましては、この協議会で対応する案件が出たときに立ち上がるという

ことですので、すぐに４月から立ち上がるということではないというふうに考えています。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） もう一点だけ。 

  それで、今のはやっぱり案件がないとできないということですかね。どこからか、どこか

の自治会が、だってこれだけ特定空き家というのが、大体今これから認定されますよね。そ

したらそれ積極的にやっていくんじゃなくてということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 協議会の役割としまして、今回つくりました、今からつくり

ますが、計画の変更とかその実施に関する協議が必要な場合、例えば特定空き家を特定する

とか、そういう場合に立ち上げて審議をいただくという形になっておりますので、当面すぐ

にそれをということは考えていません。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 計画はもう同時並行でやっていって、もうでき上がるわけですよね。

そして協議会も、特定空き家をこれからだってもう調査して今もう1,128軒空き家で、それ

から特定空き家どれにするかというのは、この協議会で決めるんじゃないかと思うので、や

っぱりできるだけ早くやっていただくということが大事かなと思うんですよね、有効にやっ

ていただくの。その辺はどうなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） おっしゃるとおり、特定空き家を特定する必要が出たときは

素早く対応しておきますが、そういうものが出たときにすぐに対応するということで、４月
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になってすぐに委嘱してのところということではないということを考えています。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 1,128軒の空き家を、これを今から特定空き家どれかと、それを認定

するのは誰がやるというような、この協議会でやるんじゃ、１軒ずつ、だってもう土台がで

きているわけですよね、これどうやんのというのはどういうふうに、どんなときですか。こ

れ危険だから何とかしてくれとか市民から何か苦情が出たときにやるという意味なんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 今現在、空き家の調査という中は使える空き家も入っており

ます。 

  その1,128軒というのは、現地調査を行うとともに、土地の所有者にアンケートをお送り

して、あなたのお宅は使えるんですか、使えないんですかという判断の中でまだ使えるんで

すけれども空き家として判断できるのが1,128軒です。 

  特定空き家となりますと、最終的には指導、勧告、除却までの強制執行までの動きが出て

きますので、そこは慎重にならなきゃならないという中でのやはり協議会の判断であります。 

  今回の法律制定につきましては、これまで各自治会で条例化されて執行はされていたんで

すけれども、それでは手が弱いので、要するに法律化することによって、要するに指導、勧

告、除却までが法でうたわれたと。自治会の条例制定につきましては、法律に定められてい

るものをより促進・推進するために協議会をつくりますとか、計画をつくります、また甲斐

市については法に載っていない緊急安全措置、突発的なものについても市が対応できるとい

う市オリジナルの空き家対策の条例になっていますので、そこのところをご理解をよろしく

お願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 現実にはやっぱり危ないという空き家も実はあるんですよね。だから、

この今認定している中の空き家の中に使える空き家もあるというのであれば、それを絞り込

んだり、これはどうなんだってきちっとやっていくという作業が非常に大事なんですよね。 

  だから条例つくるだけじゃなくって、そこから進んではいるんですけれども、誰がどこで

どんなふうにやっていくかというところまでやっぱり踏み込んで、この協議会やるんだった

ら実質的に動くような協議会にしていただきたいしというところなんですけれどもね。 

  だから専門家もきちっと入れてこの協議会やるって書いてありますけれども、お願いした

いと思うんですけれども、その辺はどうなんですかね。 
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○委員長（長谷部 集君） 内藤部長。 

○企画政策部長（内藤光二君） 保坂委員のご指摘の部分でございますが、ただいま現地調査

も含めて関係課が今、特定空き家に該当する部分含めて調査を行っているところでございま

すので、市では条例制定後その協議会を設置して、議員さんにもお入りいただいて、また不

動産や建築の専門家にもお入りいただくと。それはもうすぐ立ち上げて、それに特定空き家、

市民の皆さんからの通報についても、迅速に対応するというふうに規定もありますので、さ

らに相談窓口体制の強化、また空き家の処分に対しても有効なものについては空き家バンク

に登録をお願いするとか、そういった部分も迅速に対応できるためにこの条例をつくってお

りますので、その辺をぜひご理解いただきたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） しっかり理解したいと思うんですけれども、今、最後に部長さんおっ

しゃったように迅速に対応して、この1,100幾つのあれがどうなのかという、これをぜひ何

カ月か先にはきちっと出していただけるようにお願いしたいと思います。要望です。私は終

わります。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） これから具体的にいろいろ調べて調査して、例えば強制執行みたいな

ふうな形がとらなきゃいけないような場合が生じてくると思うんですよね。そういう中に、

今この定義を見ると、持ち主と管理する者という定義がありますね。管理する者というもの

の定義の中に、金融機関も入るんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） というのはね、担保で金融機関が押さえていて手も足も出ないという

のが結構あるんですよね。そうすると、ここに管理する者というふうに定義されているのが

金融機関まで含まれていないと執行ができない。その辺はどんなふうに考えていらっしゃい

ますか。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） まさしく所有者、また抵当権者につきましても所有権を持ち

ますので、権利持ちますので、その管理者に含まれます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ委員の質疑を終了します。 
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  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  金丸議員。 

○議員（金丸 寛君） 特定空き家、これから1,100の中から認定していくということなんで

すが、既に以前から私の地域ではかなり危険だよというような空き家がございます、実際。

市当局ともかなりその対策を練られているという話は聞いていますが、なかなかそれが長期

間にわたって解決を見ていないという状況がありますんで、ぜひともこの条例ができてすぐ

には立ち上げられないというご答弁ですけれども、早急にそういった組織立ち上げて、特定

空き家というものの認定、それからその次に移行する手続的なものを進めていっていただき

たいと思いますが、その辺もう一度、工程といいますかその辺を伺っておきたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） 議員さんがご指摘の物件は多分あの物件だと思いますが、環

境課等と協議をしているところでございます。 

  今回これができたことによって、今ちょうど、これから調査するわけじゃなくて、ずっと

今まで調査をしておりまして今、最終の詰めを職員でできるところの詰めをやっております。 

  今回条例ができたところで、再度それぞれに該当する物件についてはアプローチをかけて

いくという形で進めていきますので、所有者の関係もございますので進めていきたいとふう

に考えておりますので、ご理解お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） すいません、今斉藤委員から管理者が抵当権者含めるのかと

あったんですけれども、申しわけございません、管理者はあくまでもその所有者から建物の

維持管理を委任された方が管理者です。抵当権等の金融機関については、所有権者の位置の

中で取り壊し等行う場合については、抵当設定がされていますので、そちらのほうで協議を

しなければいけないという部分に訂正をお願いいたします。すいませんでした。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  山本議員。 

○議員（山本今朝雄君） すいません、最終的に1,128軒という空き家ということでございま

すが、この中で所有者がわからない空き家というのは何軒ぐらいあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 
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○総合政策係長（丸山英資君） 今回の1,128軒について全て所有者を把握しております。 

  以上です。 

○議員（山本今朝雄君） わかりました。 

○委員長（長谷部 集君） 山本議員。 

○議員（山本今朝雄君） ありがとうございます。 

  甲斐市全体からいってこの1,128軒は、空き家は何％ぐらいに当たるんですか。何か参考

までに甲府の場合は4.2％なんて、こないだ出ておりましたけれども、甲斐市はわかりまし

たらお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） すいません、今ちょっと手元に細かい数字までないんですけ

れども、約甲斐市が約３万世帯ぐらいあります。割り返しますと約3.4％弱ぐらいが一応数

字となりますので、またちょっと改めて細かいものは調べさせてください。すいません。 

○議員（山本今朝雄君） わかりました、お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  横山議員。 

○議員（横山洋介君） 先ほどの山本議員の話をもうちょっと具体的な実務的な話になってく

ると思うんですけれども、土地でも最近ちょっと多いんですが、所有権の方がもう不在、亡

くなっていて、相続人もそれぞれ多数になっていて追い切れない場合、緊急安全措置を強制

執行した場合、するかしないかというときに、皆さんに許可とるのにちょっと時間がかかっ

たりとかする場合、どういうふうにしていくのかなと思ったんですが、そこの点をお伺いし

ます。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山係長。 

○総合政策係長（丸山英資君） 今回の国の法律制定につきましては、１つが個人情報の問題

がある中で、この空き家の問題については情報共有ができるという１点があります。その中

で市は今回の空き家調査を法に基づきながら担当課、税務課も担当課に含める中で、納税義

務の納税代理人とか管理者が設定されていますので、今現在はそちらと対応しているところ

です。 

  最終的に処理等勧告等を行う場合につきまして、また法が適用になりますので、そのとき

は相続人等の細かいところまで調査をしなければいけないんですけれども、現時点、市では

納税代理人を対象として連絡をとっているような状況であります。 
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○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 今の条例を見て思うんですけれども、先ほどのご説明の中では1,414

軒が1,128軒と減ったということでございますけれども、特定空き家がまだ何軒かわからな

いわけですけれども、条例のこの推進という中で、対策の推進に関する条例の制定の件とあ

ります。例えば、行政がかかわって何度も督促したけれども、あるいは強制執行までいかな

きゃなと、いろいろ問題が出るんですけれども、この文言の中に例えばこの特定空き家に対

して何と話が近隣の市民の皆さんの力あるいはご協力を賜わった中で、報償費といいますか

そういう文言は入れないのかお尋ねしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○秘書政策課長（内藤博文君） その空き家に対して近所の方がご協力いただいたときに、近

所の方に対する報償費ですか。 

  一応この中ではそういう部分は想定していないところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 特定空き家、大変これからもふえるかなと思う。そしてまた大変だと

思いますよ。それを踏まえたときやっぱりね、報奨金をね、これはどこかに条例としてね設

定しなきゃならんと思いますけれども、そういう、これは今後の要望でいいですけれども、

ぜひお願いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより、本委員会に付託されました議案第22号 甲斐市空家等対策の推進に関する条

例の制定の件について順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論ございませんか 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第22号 甲斐市空家等対策の推進に関する条例の制定の件を採決いたし



－28－ 

ます。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

  会議の再開は後ろの時計で10時20分とします。10時20分開始です。お願いします。 

 

休憩 午前１０時０７分 

 

再開 午前１０時１９分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、議案第４号 甲斐市職員給与条例の一部改正の件を議題といたします。 

  議案について当局の説明を求めます。 

  三澤人事課長。 

○人事課長（三澤 宏君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  それでは、甲斐市定例市議会議案の11ページをごらんください。 

  議案第４号 甲斐市職員給与条例の一部改正の件となります。 

  初めに、条例の一部改正が必要となりました理由につきましてご説明させていただきます。 

  昨年28年10月の山梨県人事委員会の勧告の中で、子に係る経費の実情や少子高齢化対策

が推進されていることに鑑み、子に係る扶養手当額について１万円を限度額として引き上げ

の改定を行うことが必要であり、平成28年４月の官民格差を考慮すると４月に遡及して引

き上げの改定を行うことが適当であるとの勧告がありました。 

  県は人事委員会の勧告に従い12月の議会におきまして子に係る扶養手当額を現在の１人

当たり6,500円から9,000円に引き上げる改定を実施しております。 

  本市におきましても、山梨県及び県内他市町村と同様の対応を図るために、関係する条例

の改正と必要となる予算につきまして提出させていただいたものであります。 

  改定の対象となる職員数は125人、子の人数は227人でありまして、予算額は扶養手当額
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656万2,000円のほか扶養手当額の増額に伴い期末手当額が142万1,000円、共済費が28万

5,000円の増額となりまして、総額は826万8,000円となっております。 

  それでは、改定内容につきまして、新旧対照表にて説明させていただきますので、甲斐市

定例市議会資料の５ページのほうをお願いします。 

  第８条につきましては、職員の扶養手当について規定しております。 

  第８条第２項をごらんください。扶養親族についてとなります。 

  第２号中、改正前の子及び孫というアンダーラインのところですけれども、孫につきまし

ては手当額が変わらないため、改正後は孫は別の条文としまして、新たに第３号として追加

をしております。これによりまして、改正前の第３号から第５号は第４号から第６号へと変

更となっております。 

  次に、第３項につきましては、扶養手当の月額となります。改正前は配偶者が１万3,000

円、それ以外の扶養親族は6,500円、ただし配偶者がいない場合は、そのうち１人について

は１万1,000円となります。改正後は、前条の第２号のこれにつきましては、１人につきま

して6,500円が9,000円と変更になりまして、それ以外の扶養親族につきましては手当の額

の変更はありません。また、この条文の以降は、配偶者は扶養親族たる配偶者、22歳まで

の子は扶養親族たる子、その他の扶養親族は扶養親族たる父母等と表記しております。 

  次に、６ページのほうをお願いします。 

  第４項につきましては、子の年齢が16歳に達する年度の初日から22歳に達する年度の末

日までを特定期間と定義しまして、月5,000円が増額となります。特定期間という表記が改

正後の条文の中ではこの項と第９条第３項第３号にだけ表記されることから、このように改

めております。 

  次に、第９条になります。支給方法等となります。 

  第１項の該当する事実を掲げる事実に変更しているのは言い回しを改めたものであります。 

  第２項、第３項及び第４項につきましては、扶養親族の表記が変わったことによる改正で

あります。 

  次に、７ページをお願いします。 

  第２項につきましては、言い回しを変更したものであります。 

  次に、第３項につきましては７ページ、８ページとなります。 

  扶養親族の状況が変わったことによる支給額の改定についての条文となりますが、全面的

に言い回し等を改正したものであります。 
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  議案の12ページのほうをお願いします。 

  附則をごらんください。 

  条例は公布の日から施行し、改正内容につきましては平成28年、昨年の４月１日にさか

のぼって適用するものであります。 

  説明は以上となります。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） それでは説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 先ほどの人数と金額をちょっと全部メモできなかったんで、もう一度

お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 三澤課長。 

○人事課長（三澤 宏君） 125人、子の人数が227人、金額につきましては扶養手当656万

2,000円のほか扶養手当額の増額に伴います期末手当額が142万1,000円、共済費が28万

5,000円の増額となりまして、総額は826万8,000円となっております。 

  なお、予算額の詳細につきましては、この後の補正予算の際にご説明させていただきます。

よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許しま

す。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了し、以上で質疑を終了いたしま

す。 

  これより、本委員会に付託されました議案第４号 甲斐市職員給与条例の一部改正の件に

ついて順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 
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  これで討論を終わります。 

  これより、議案第４号 甲斐市職員給与条例の一部改正の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第26号 甲斐市職員の育児休業等に関する条例及び甲斐市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正の件を議題といたします。 

  議案について当局の説明を求めます。 

  三澤課長。 

○人事課長（三澤 宏君） それでは、甲斐市定例議会議案85ページをごらんください。 

  議案第26号 甲斐市職員の育児休業等に関する条例及び甲斐市職員の勤務時間、休暇等

に関する条例の一部改正の件となります。 

  条例の一部改正が必要となる理由につきましては、昨年12月地方公務員の育児休業等に

関する法律の一部改正に伴いまして、職員の育児休業等の対象となる子の範囲を拡大すると

ともに、介護休暇の取得方法等につきまして所要の改正を行う必要があるためであります。 

  なお、両方の条例の一部改正につきましては、関連があることからあわせて提案させてい

ただいております。 

  それでは、改正内容につきまして新旧対照表にて説明させていただきますので、定例市議

会資料の30ページのほうをごらんください。 

  初めに、育児休業等の対象となる子の拡大についてご説明します。 

  現在、育児休業は職員の実子、実の子供及び養子が３歳に達するまでの間取得することが

できるものでありますが、改正によりまして特別養子縁組の成立について家庭裁判所に請求

し現在職員が監護している児童と養子縁組里親である職員に委託されている児童、さらに養

子縁組を希望しているが親等に反対されているため養子縁組里親として委託することができ

ない養育里親の職員に委託されている児童につきまして、対象となる子の範囲が拡大されま

した。 

  それでは、新旧対照表、改正後の第２条の２をごらんください。 

  育児休業法第２条第１項の条例で定めるものとなります。 
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  ここでの育児休業法とは、地方公務員法の育児休業等に関する法律であります。育時休業

法の第２条第１項におきましては、先ほど説明しました養育里親の職員に委託されている児

童以外につきましては、既に定められておりまして、その他これに準ずるものを市の条例で

定める規定となっていることから、養育里親の職員に委託されている児童につきましてこの

条文で定めております。 

  なお、養育里親とはさまざまな事情によりまして家族と一緒に暮らせない子供を一定期間

自分の家庭で養育する里親であります。第２条の２が新たな条文となりましたので、改正前

の第２条の２は第２条の３となっております。 

  次に、第３条につきましては、育児休業法第２条第１項ただし書きの条例で定める特別の

事情となります。 

  31ページもあわせてごらんください。 

  育児休業を取得中、出産等により育児休業が終了しまして新たに出産等により育児休業の

対象となるのですが、該当とならない事情を規定しております。現在は、実子及び養子のみ

でありますが、出産した子が死亡した、または養子に出したというような場合は、該当とな

らない事情となります。改正後は、特別養子縁組の請求中または養子縁組里親の場合につき

ましては、死亡または養子に出した以外に特別養子縁組及び養子縁組里親が不調に終わった

場合等につきまして新たに規定する必要があるため、第３条第１項を第３条第１号及び第２

号に再編し追加したものであります。これによりまして、改正前の第２号から第５号は、第

３号から第６号へと変更となっております。 

  次に、第10条につきましては、育児短時間勤務の終了の日の翌日から起算しまして１年

を経過しない場合に、育児短時間勤務をすることができる特別な事情となります。 

  31ページのほうもあわせてごらんください。 

  先ほどの改正と同様に、特別養子縁組の請求中または養子縁組里親の場合につきましても、

新たに規定する必要があるため、第10条第１項を第10条第１号及び第２号に再編、追加し

たものであります。これによりまして、改正前の第２号から第６号は、第３号から第７号へ

と変更になっています。 

  続きまして、32ページの18条になります。こちらは部分休業の承認となります。 

  第２項は介護時間の新設に伴う改正であります。 

  介護時間というのは、介護休暇とは別に連続する最長３年間の期間内におきまして、要介

護者の介護のため１日につき２時間の範囲内で勤務しないことができるもので、無休の扱い
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となります。なお、この条文におきましては、部分休業の承認にかかわることのみでありま

して、介護時間の具体的な定めはこの後の甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例とな

ります。 

  続きまして、33ページのほうをごらんください。 

  介護休暇の取得方法等につきまして説明します。 

  現在、介護休暇は職員が要介護者を介護するために、要介護者１人につきまして１回に限

り連続６カ月の期間内で取得することができるものでありますが、改正によりまして要介護

者１人に対し３回を上限として合計６カ月の範囲内で分割して取得することが可能となりま

した。 

  それでは、新旧対照表第８条の２をごらんください。 

  これは育時休暇または介護休暇を取得している職員の深夜勤務、時間外勤務の制限となり

ます。ここには記述がありませんけれども、第１項から第３項につきましては育児休暇にか

かわる制限について規定をしております。 

  第４項につきましては、介護休暇を取得している場合の制限について、育児休暇と同様の

扱いを行うために読みかえを行うものであります。中段から下段のアンダーラインの部分と

なります。 

  なお、介護休暇につきましては、現在のところ深夜勤務及び時間外勤務の時間の制限はあ

りましたけれども、第８条の２、第２項の時間外をさせてはならない制限の規定はありませ

んでした。しかし、人事院規則の改正によりまして、新たに追加となっております。これは、

上段のアンダーラインの部分の改正前、第１項及び前項が、改正後は前３項となります。 

  また、改正前の日常生活を営むのに支障があるという表現は要介護と改正しております。

要介護とは配偶者、父母、子、配偶者の父母等で、負傷、疾病または身体上もしくは精神上

の障害によりまして２週間以上にわたり日常生活を営むのに支障がある者となります。 

  次に、34ページをお願いします。 

  第11条は休暇の種類となります。 

  第１項では要介護者の介護のため、１日につき２時間の範囲内で勤務しないことができる

介護休暇を追加しております。 

  次に、第15条は、介護休暇となります。 

  第１項は日常生活を営むのに支障がある者を、改正後では要介護者と改めています。改正

後の第２項を含めました中段から下段のアンダーライン部分につきまして要介護者１人に対
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し、３回を超えず通算して６カ月を超えない範囲で取得することが可能であると改めており

ます。 

  次に、35ページをお願いします。 

  第15条の２及び第16条におきましては、新たに介護時間にかかわる規定等を追加してお

ります。それでは、議案のほうの87ページのほうをお願いします。 

  附則のところをごらんください。 

  この条例につきましては平成29年４月１日から施行します。 

  なお、経過措置としまして、改正前の介護休暇は１回限りで連続６カ月以内でありました

けれども、条例の施行後におきまして通算３回６カ月までは必要に応じて取得することが可

能となります。 

  説明は以上となります。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 参考までなんですが、ちょっと個人情報とかに抵触しちゃうのかもし

れないんですけれども、例えば甲斐市においては養子縁組里親とか養育里親とか、こうした

何件ぐらい実際あるのか、もし教えてもらえれば件数だけで。 

○委員長（長谷部 集君） 瀧波係長。 

○人事係長（瀧波秀彰君） 甲斐市内のデータはやはり個人情報の関係で取得することはでき

ておりません。ただし、厚生労働省が28年12月に検討委員会を実施しておりまして、その

中の資料で特別養子縁組の成立件数が出ておりますので、回答にかえさせていただきます。 

  平成27年度が544件成立しております。平成26年度が513件、平成25年度が474件、平成24

年度が339件、平成24年度から25年度にかけて100件ずつぐらい増加しているとうデータが

出ております。これが特別養子縁組の成立件数になります。 

  里親の制度でございますが、こちらにつきましても児童養護施設等々の関係がございまし

て、26年度末、児童養護施設等々経まして里親等になった件数が5,903件ということになっ

ておりまして、そのうち里親の対象となった児童は３万5,820件というデータが出ておりま

す。 

  以上です。 
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○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 年々全国的に見てもふえていると、そしてまた甲斐市においても必要

性があってこういう条例ができるということなので、そういう方もいらっしゃるというよう

な認識でよろしいですか。 

○委員長（長谷部 集君） 三澤課長。 

○人事課長（三澤 宏君） そのとおりだと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この介護休暇の部分については、いろいろ取得に関する問題とか、今、

市のほうで職員で介護休暇を実際取得した事例というのはありますか。 

○委員長（長谷部 集君） 瀧波係長。 

○人事係長（瀧波秀彰君） 過去介護休暇を取得した者がデータがあります。平成24年度か

ら５年度にかけまして１名、３カ月取得したケースがあります。現在の介護休暇の取得人数

はゼロ件でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これは、社会的にその介護という問題については、介護離職なんてい

う問題もあって非常に重要な部分だと思います。 

  それで、できるだけこういう制度がある以上は、そういうものをフルに活用してそういっ

た部分で介護されるほうもするほうも、安心してそういうものに取り組めるというような環

境づくりをすることが必要だと思うですよね。それについて、市としてはその辺のとりやす

さとかそういう環境づくりに関してどういうふうに考えているのか、その辺のところを伺い

たいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 三澤課長。 

○人事課長（三澤 宏君） まず、今高齢化が非常に進んでおります。自分たちの親につきま

してもやはりそうした状況になれば、非常に支援が必要になりますので、やはり市としまし

てもそういった職員が休暇をとりやすいように体制の整備とか、またそういった勉強会では

ないですけれども、上司の方とかそういう方への周知なんかも図っていって、支援をスムー

ズにできるようにしていきたいなとは考えております。 

  以上です。 
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○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ぜひ、そういう相談というか悩みをできるだけオープンにして風通し

をよくしてやってもらうように今後、当然今からふえてくると思いますよね。その辺につい

てまた頑張ってもらいたいと思います。 

  要望で結構です。以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより、本委員会に付託されました議案第26号 甲斐市職員の育児休業等に関する条

例及び甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件について順次討論、採決

を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第26号 甲斐市職員の育児休業等に関する条例及び甲斐市職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部改正の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長に一任願います。 

  次に、議案第40号 竜王北小学校大規模改修工事請負契約締結の件を議題といたします。 

  議案について当局の説明を求めます。 
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  石合総務課長。 

○総務課長（石合雅史君） お疲れさまです。 

  総務課から議案第40号 竜王北小学校大規模改修工事請負契約締結の件につきまして説

明をいたします。 

  竜王北小学校は、昭和55年に開校後36年が経過し老朽化が進んでいることから、学校施

設の長寿命化に向け今回大規模改修工事を行うものであります。 

  お配りしてございます議会資料、今まで人事課でごらんになっていた資料でなくて、薄い

２枚ものの資料になります。大規模改修工事入札執行の経過についてという目次になってお

ります。こちらに基づき、入札執行の経過についてご説明をいたします。 

  資料１ページになります。 

  入札の経過であります。 

  入札公告は２月９日木曜日に市のホームページにより行いました。入札参加受付期間は公

告日から２月14日火曜日といたしました。入札日は２月20日月曜日に執行をいたしたとこ

ろでございます。 

  下段の表の中でございます。 

  入札参加条件等につきましては、過去の同規模の建設工事に準じ、特定建設工事共同企業

体２社といたしました。代表構成員につきましては、中北建設事務所管内に本店を有する事

業者で、経営事項審査、建築の評定値が800点以上、構成員は市内に本店を有し、経営事項

審査、建築の評定値が600点以上の事業者といたしました。 

  応札者は、当初３共同企業体でしたが、内藤ハウス・敷島建設ＪＶの辞退により最終的に

は甲信建設工業・樋川建築ＪＶと中村建設・藤創建ＪＶの２共同企業体による入札となりま

した。 

  入札の結果、１回目の入札で入札価格が低かった甲信建設工業・樋川建築竜王小学校大規

模改修工事共同企業体を落札候補者とし、入札後の資格要件審査の結果、適格と認められた

ため、落札決定いたしました。 

  落札金額は、１億7,760万円でした。予定価格は１億8,314万6,000円で、落札率は97.0％

であります。 

  入札の結果を受け、２月21日に仮契約を締結しております。本案件の議会議決をもって

本契約に移行することとなります。 

  工期につきましては、来年の３月16日までを予定しております。 



－38－ 

  以上、竜王北小学校大規模改修工事の入札執行の経過説明とさせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許し

ます。 

  質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 竜王北小学校の校舎じゃないんですけれども、グラウンドがございま

すね。グラウンドの擁壁といいますか、あの辺に対して何か問題が出たような、例えば膨ら

んでいるとか、そういう事情はあるのかお尋ねしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 学校の……建物。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 質問わかりましたか。 

  石合課長。 

○総務課長（石合雅史君） 直接の担当が教育総務課になろうかと思いますけれども、総務課

のレベルではただいまのご質問の現場の状況等はつかんでおりません。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより、本委員会に付託されました議案第40号 竜王北小学校大規模改修工事請負契

約締結の件について順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 
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  これより、議案第40号 竜王北小学校大規模改修工事請負契約締結の件を採決いたしま

す。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午前１０時４８分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、議案第23号 甲斐市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定の件

を議題といたします。 

  当局の説明を求めます。 

  白神市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） それでは、市民活動支援課から、甲斐市消費生活センタ

ーの組織及び運営等に関する条例の制定につきましてご説明させていただきます。 

  甲斐市定例市議会議案集の77ページ、それから甲斐市定例市議会資料につきましては19

ページをお願いいたします。 

  議案集の77ページ、議案第23号 甲斐市消費生活センターの組織及び運営等に関する条

例の制定の件でございます。 

  まず、経緯でございますけれども、平成26年に消費者安全法の改正がございまして、高

齢者を中心とした消費者トラブルの増加、悪質化等に対応するための相談窓口を充実させる

体制の構築が定められました。これを受けまして県では、全ての市町村に相談できる体制を

構築するため、広域連携を含め設置準備を推進しているところでございます。 

  本市におきましても、昨年度中に中央市、昭和町との連携による広域消費生活センターを

開設する方向で協議を進めてまいりましたが、設置場所、経費負担、運営方法等を再検討し
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た結果、甲斐市は単独設置とすることになり、県及び両市町の了解をいただき方針を変更い

たしました。10月からの開設予定でありますが、市民活動支援課内に常駐の相談員を１名

配置し、市民の皆様からの相談に対応できる体制といたします。 

  提案理由につきましては、78ページに記載をしてございます。 

  市民が安全で安心して豊かな消費生活を営むことができるよう、消費生活における被害を

防止し、その安全を確保するため、消費者安全法第10条第２項に規定する機関として消費

生活センターを設置する。このために必要な事項を定めるため、この条例案を提出するもの

でございます。 

  それでは、条文の内容を説明させていただきます。 

  議案集の77ページをごらんください。 

  まず、第１条でございますけれども、この条例の趣旨を規定したものでございます。 

  次に、第２条、名称及び位置を規定したものでございます。 

  第３条では、消費生活相談を行う日時を規定するものでございますが、別に規則で定める

ものとしております。 

  議会資料の19ページをお願いいたします。 

  議案第23号関係、甲斐市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例施行規則

（案）、第２条、センターの開設日時等におきまして、第１項でセンターの開設時間は午前

８時30分から午後５時15分までとすると規定し、第３項で相談事務を行う時間につきまし

ては午前９時から午後４時までとするとなってございます。これにつきましては、独立行政

法人国民生活センターが管理しています消費生活相談データベースに相談の内容等を即日入

力することになっておりますので、このような時間になっております。既設の他のセンター

もおおむねこのような開設時間となっているものでございます。 

  議案集の77ページにお戻りください。 

  第４条はセンター長ほか職員に関する規定となっております。 

  第５条では、先ほどのデータベース運用のほか相談内容における情報の安全管理規定を定

めてございます。 

  第６条には、この条例の施行に関し下位法令で必要な事項を定めることができる旨を規定

したものでございます。 

  78ページをお願いいたします。 

  附則でございますけれども、施行期日につきましては、平成29年４月１日から施行いた
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します。 

  以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） これより説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この相談というかね、主たる相談というのはどんなことの範囲という

かね、いろいろあると思うんだよね、その辺のところはどういうところを。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） お答えいたします。 

  この内容としましては、やはり消費者問題が主なものとなってございます。 

  例えば、今の時点でありますと、インターネットでの請求であったり、あるいはクーリン

グオフとかそういう形、一般消費生活にかかわるものという定義になってございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） あと、その相談来た内容によるフィードバックというかね、そういう

来て、回答してそれをどうするかという、その相談に対する回答だよね、その辺のところの

流れというのは相談してそれを次にどうするかということの体制というか、その辺はどうな

っているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） お答えします。 

  まずは、先ほど相談を受けた時点で全国統一でデータベースというものがございます。そ

こで検索をかけてお答えができるものにつきましては、そこでお答えをすると。それにでき

ないものに関しましては、専門的な機関に移管をする、あるいは紹介をするというような形

での解決を目指すものでございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その相談したときに、例えば案件によっては一応受けてその調査をし

て、またじゃこの日に来てくださいとかそういう継続性というか、そういうものを持って相

談を受けるということなのかどうなのか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 
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○市民活動支援課長（白神忠広君） そうですね、案件によりましては後日調査結果をという

ことにもなろうかと思いますし、あるいは相談委員のほうで代理で調査をして、その結果を

お答えするというようなこともあろうかと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） あと、このことを、センター開設することをどうやって市民に周知す

るかという段階になると思うんですけれども、それについては当然広報とかね、そういうツ

ールがあると思うんですけれども、その辺のところはどういうふうに考えていますか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） そうですね、４月から今度は準備段階を予定してござい

ます。 

  これが、この条例が通りましたら、相談員の選定から始まりまして、什器あるいは備品等

の購入、あわせて10月からこういう形に設置をしますと、当然広報、インターネット等々

あるいは自治会長さんとの会議等でも周知をしていって、実りのある相談センターというも

のにしていきたいと考えております。 

  よろしくお願いします。 

○委員（内藤久歳君） はい。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 現在の、例えばオレオレ詐欺とか、どんなにやってもなかなか減らな

いという状況もあるんですけれども、甲斐市のこうした消費者トラブルみたいな件数みたい

な内容をちょっと、現況をちょっと教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 現在は、甲斐市にこの相談センターが今ございませんの

で、山梨県県民生活センターのほうへ甲斐市の市民だということでの相談件数になりますけ

れども、平成25年度が503件、26年度が450件、ちょっと今27年度のデータがこちらにはな

いんですけれども、およそ１日平均が２件の相談が来ているような状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） それから、経費的なことなんですけれども、電話回線は新たにつくる
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のかどうか、それから相談室とか、この相談員の人件費なんかもあるんですけれども、この

経費的なことは県から来るんでしょうか、市が持ち出しで一般でやるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） お答えします。 

  設置経費ですけれども、おおよそ予定としましては80万円、そしてこれがパソコン買っ

たりパーテーション買ったりという予定になっております。人件費につきましては、10月

からの開設予定ですから、およそ245万円程度を見込みまして、このうち補助率２分の１と

いう形での金額が市の負担という形になってございます。 

  あと、詳細につきましては設置経費の中で10分の10のところもございますけれども、お

およそ半分程度というような形で予定をしてございます。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） もう一点、現在、何年か前から女性の暴力に対する相談窓口みたいな

こと窓口やっていただいていましたよね。委託しているんだと思うんですけれども。あれと

は別かと思うんですけれども、あれもちゃんと生きていますよね、どうなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 今の保坂委員のご質問につきましては、当然市民活動支

援課の中なんですけれども、市民活動支援係のほうで担当してございます。同じようにクロ

ーバーさんという民間の団体のほうへ相談業務をお願いしておりますし、今後も継続してい

く予定となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 先ほど内藤委員からもありましたけれども、その周知を徹底するとい

うことで、わざわざ甲斐市に、広域でなくて甲斐市に独自にこれだけのものつくっていただ

きますので、目標としてはこういった被害に遭う人がゼロになるようなことだと思うんです

よね。 

  だから、それと同時にさっき言った女性の暴力被害に対する相談件数、これもそのまま継

続していただくということですが、いずれにしても市民の方にちゃんと理解していただいて、

利用していただくことが一番大事なので、その周知のほう、さっき内藤委員言いましたよう

に周知徹底をぜひお願いいたしまして、実りのあるもの、実りというの言い方おかしいです

けれども、件数は本当ないほうがいいんですけれども、あったらそれが未然に防げるような
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方向でいくように、ぜひ係の人大変だと思いますけれども、お願いしたいと思います。 

  以上です。要望で結構です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 相談員は資格などはどんな感じでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） これが、資格につきましては独立行政法人国民生活セン

ターのほうで定めます消費者相談員資格試験というのがございまして、そちらの資格あるい

は今まで消費生活専門相談員という形での資格等で、今甲斐市のほうではこの国家資格のほ

うを持っている市民の方というのはいらっしゃらないんですけれども、いずれそういう形で

の対応を考えており、今は県のほうへ登録されている方の中から選定を進めていく予定でご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  山本議員。 

○議員（山本今朝雄君） さっき、課長が常駐の職員は１名置くというようなことを言われて

いますけれども、この４条にはセンター長及び事業所の必要な職員を置くとありますよね。

どんな体制になるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） お答えします。 

  センター長と申しましても、実際には市民活動支援課長が兼務をする予定でございまして、

それとあとは先ほどの資格を有資格者の中から１名を選任して月曜から金曜の平日は常駐を

して相談を受ける体制を考えております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 山本議員。 

○議員（山本今朝雄君） よそから採用するということは予定していないんですか、その職員。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 
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○市民活動支援課長（白神忠広君） 10月からになりますけれども、この年度がかわりまし

てから、資格者の中から面接等を行って嘱託という形での採用を予定してございます。 

○議員（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） すいません、事務方の方が採用されるわけですよね。先ほどのご説明

では、年間例えば400件から500件、年度が違いますけれども１日当たりにすると２件ぐら

いというふうにね、平均でいきますと、これが多くなるか少なくなるかわかりませんけれど

も、職員として採用した場合に、この嘱託の職員が採用された場合、本当に今後消費者生活

センター専門であるのか、暇なときは別の部署も協力していただくのか、その辺のお考えあ

ったらお聞きしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） これにつきましては、昨年度の予定である広域でやるも

のから単独に変えた狙いというのがそこにございまして、１日２件、広域でやった場合に、

じゃ３件４件かもしれませんけれども、その場合で２名体制とかという予定だったものです

から、それよりも１日１件、２件であれば、市民活動支援課内に常駐をしていただき、本来

この補助要綱としては、専属という形が望ましいんですけれども、そうはいっても市民の

方々からの消費生活以外の相談というのもあろうかとございますので、そういうことにも対

応していただけるような体制を考えております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 横山議員。 

○議員（横山洋介君） ちょっと実務的なお話になると思うんですが、先ほど相談員が相談の

内容に対してデータベースで調べて、それでデータベースでない場合は専門の方を紹介して

いくということなんですけれども、例えば弁護士だったり、それが個なのかそれともそうい

う団体なのか、警察とか弁護士会とかいろいろあると思うんですけれども、そういった体制

というのはどういうふうになっているかお伺いします。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 今のその内容による振り分けという形になろうかと思い

ますけれども、弁護士相談あるいは行政相談等も市民活動支援課のほうで所管してございま

すので、当然そういう内容であれば、課内の打ち合わせ、協議等で対応もできると思ってお
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りますし、あるいは弁護士相談あるいは弁護士会への急ぎであるよというような場合には直

接そちらへ有料にはなるんですけれども、引き継ぎをして、あっせんと言い方も変なんです

けれども、そこを紹介して行っていただくような体制を考えているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 五味議員。 

○議員（五味武彦君） 10月の開設ですからまだ日があるということなんで、いろいろ組織

的な固めもしなきゃいけないということなんで、一番肝心なのは例えば警察であるとかいろ

んな行政機関とのタイアップもしくは協力体制があると思うんですが、この辺はどのような

形でお進めなるんでしょうか、今から。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 現在、県民生活センターのほうで全体を受け持っておる

仕事を甲斐市に特化したものを甲斐市で設置するというものが基本の考えでございますので、

現時点で警察あるいは新たな組織との連携を構築するというような予定はございません。 

  ただ、その内容によりましてはその都度判断をする中で対応をとっていくという予定でご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 五味議員。 

○議員（五味武彦君） それから、センター長は課長がおやりになると、兼務するということ

ですが、相談員はそれなりの資格をお持ち、だけれどもセンター長はそれの資格が必要なの

か。センター長だからある程度持っていないとまずいような気もしないでもないんですが、

この辺はどうなんですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 相談員に関しましては有資格者というような規定はござ

いますけれども、事務方として責任の所在をはっきりさせるという意味でのセンター長でご

ざいますので、直接あっせんあるいは紹介等まではできますけれども、本腰を入れて相談を

受けられるかというやはりそれはちょっと難しいというのが現状でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 
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  これより、本委員会に付託されました議案第23号 甲斐市消費生活センターの組織及び

運営等に関する条例の制定の件について順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第23号 甲斐市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定

の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  これで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午前１１時１０分 

 

再開 午前１１時１２分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、議案第５号 甲斐市公民館条例の一部改正の件を議題といたします。 

  それでは、議案に対して当局の説明を求めます。 

  保坂生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長（保坂江里君） お疲れさまです。 

  生涯学習文化課より議案第５号 甲斐市公民館条例の一部改正の件について説明させてい

ただきます。 

  議案集は13ページ、議会資料は10ページから13ページとなります。 

  議案集の13ページをお願いいたします。 

  甲斐市公民館条例の一部改正につきましては、竜王中部公民館の廃止に伴い所要の改正を
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行うものであります。 

  竜王中部公民館は築40年以上が経過し、老朽化や耐震基準を満たしていないため建てか

えが検討されてきました。今回、中部公園の防災公園化を計画する中で災害時の生活支援拠

点としての役割を担える施設として新たに整備するため、竜王中部公民館は昨年取り壊しを

行い廃止となります。よって、所要の改正を行うものであります。 

  これが本条例案の提案理由でございます。 

  次に、議会資料の10ページから13ページの新旧対照表をお願いいたします。 

  10ページの第３条、表中、甲斐市竜王中部公民館の名称と位置を削除いたします。 

  11ページをお願いします。 

  中段の甲斐市竜王中部公民館使用料の部分を削除いたします。 

  以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより、本委員会に付託されました議案第５号 甲斐市公民館条例の一部改正の件につ

いて順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第５号 甲斐市公民館条例の一部改正の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第６号 甲斐市社会教育指導員条例の一部改正の件を議題といたします。 

  当局の説明を求めます。 

  保坂課長。 

○生涯学習文化課長（保坂江里君） 続きまして、議案第６号 甲斐市社会教育指導員条例の

一部改正の件について説明させていただきます。 

  議案集15ページ、議会資料は14ページとなります。 

  議案集の15ページをお願いいたします。 

  甲斐市社会教育指導員条例の一部改正につきましては、竜王中部公民館の廃止に伴い所要

の改正を行うものであります。 

  ５カ所の公民館にそれぞれ１名の社会教育指導員を配置し、公民館活動に関する企画・運

営及び助言等を行っておりますが、今般竜王中部公民館が廃止となりますので、社会教育指

導委員の定数を５人から４人に改めるものでございます。 

  議会資料の14ページ、新旧対照表をお願いいたします。 

  第２条、社会教育指導員の定数を５人から４人に改めます。 

  第７条中、別２を削除し、教育委員会が定めるといたします。 

  以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 建物と場所が変わったということで、削減されるということで指導員

の１人減るということは、ちょっとそういうその理由というか、その辺のところがよく理解

できないんですけれども、その辺は。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○生涯学習文化課長（保坂江里君） 現在、各公民館で開催しておりますふれあい講座につき

ましては、一定地域限定ではなく広く市民を対象に広報し、ホームページ等で周知をし募集
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を図っております。 

  現在、４公民館で開催しておりますが、２月末時点で98講座を開催し、延べ回数では317

回の開催をしており十分足りていると思われます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員、もう一回言いますか。 

  内藤委員。 

  生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  今回、竜王中部公民館が取り壊しになりまして廃止されます。その代替施設といたしまし

て、仮称ではありますけれども、中部公園セミナーハウスを新築いたします。なお、この中

部公園セミナーハウスにつきましては、公民館施設としての位置づけはございません。です

から、一般の方々が、市外の方々も利用できる施設ということであります。 

  そういたしますと、公民館が５つから４つになりまして、社会教育指導員も５人から４人

ということで１人減ります。その減った分につきましては、現在、竜王南部公民館のほうに

社会教育指導員おりますから、そちらのほうでまたカバーするとともに、竜王北部公民館の

ほうにも１人おりますから、２人体制の中で竜王地区はカバーしてまいりたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） わかりました。 

  今の質問はね、そういうことで減って１人減るということに関してどうなのかということ

で、その辺をカバーするときには場所を変えてそういうことの必要がないということで伺い

ました。ぜひ、そういう分においては、例えばこういう指導員というその位置づけに関して

ね、指導する人が減るというイメージがあるわけじゃないですか。そうすると、そういうこ

とをカバーするためにはいるところにいなきゃというね。施設が名前が変わったから人が減

るというその論理というのは、余り考え方としてはいかがなものかなというふうに思うし、

じゃそれはある面では合理化というかね、そういうふうにあるけれども、そういう機能その

もの移転してもその建物はあるしという部分がちょっとどうかなと思ったから質問をしまし

た。 

  そういうことでね、事業そのものは継続して問題ないということはわかりますけれども、
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その点については問題ないということなので、今後そういった１人減った部分の穴があかな

いようにね、しっかり取り組んでもらいたいというふうに思います。 

  以上です。要望で結構です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 内藤さんと同じような意味合いなんですが、社会教育機能で特にこの

結果失われるとか、あるいはちょっと弱くなるとかそういうものは特にないでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○生涯学習文化課長（保坂江里君） 社会教育指導員が１人減りますが、各講座等につきまし

ては十分回数等も充実しておりますので、影響はないと思われます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 確認の意味でちょっと伺いますけれども、今お二人の委員さんからと

同じような内容ですけれども、仮称ですがセミナーハウスになった場合も貸し館はするとい

う形でいいですよね。 

  そして今、南部や北部に分散して活動している各種の団体の方たちが、いずれそれを使う

ときには、そこを使うのはあくまでも借りるだけであって、そこを拠点とした社会教育のそ

ういう講座とかをするということはないということですか、それともある。その辺ちょっと

確認したいんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○生涯学習文化課長（保坂江里君） 今までどおり中部公民館を利用されていた方たちは、今

までどおりの活動ができます。 

  また、社会教育指導員をそこには配置しませんので、各公民館と同じようにそこで講座を

開催してというふうなことはありませんが、今までどおりに生涯学習の推進というふうな形

では公民館と同様なふうに利用できると思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この社会教育指導員の報酬というのは幾らでしたっけ。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○生涯学習文化課長（保坂江里君） 月額14万円です。 

○委員長（長谷部 集君） ないようであれば、委員の質疑を終了いたします。 
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  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第６号 甲斐市社会教育指導員条例の一部改正の

件について順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論を行います。 

  討論ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第６号 甲斐市社会教育指導員条例の一部改正の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午前１１時２７分 

 

再開 午前１１時３３分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  次に、分割付託されました議案第10号 平成28年度甲斐市一般会計補正予算（第６号）

を議題といたします。 

  審査に入る前にお諮りいたします。補正予算の内容により、ある程度まとめて説明を受け

質疑を行いたいと思いますがよろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（長谷部 集君） それでは、そのようにいたします。 

  なお、審査は初めに歳出について審査し、続いて歳入の審査を行います。委員の発言は一

問一答方式で簡明にお願いいたします。 

  まず、歳出から説明を受け、審査を行います。 

  最初に、人件費について一括して説明を求めます。 

  三澤人事課長。 

○人事課長（三澤 宏君） よろしくお願いします。 

  それでは、人事課から今回の定例会に提案しています人件費の補正につきましてご説明さ

せていただきます。 

  議案は第10号、一般会計の補正予算となります。 

  補正の理由につきましては、条例の一部改正の際にご説明させていただきましたので、省

略させていただきます。 

  甲斐市定例市議会資料の９ページのほうをお開きください。 

  ３月補正予算。 

〔「資料」と呼ぶ者あり〕 

○人事課長（三澤 宏君） こちらの資料に、９ページになります。 

  ３月補正予算人件費明細表となります。 

  表につきましては、正職員、再任用職員、合計に区分しております。 

  初めに、正職員の表をごらんください。 

  会計は一般会計、各特別会計、合計となります。 

  職員数につきましては、補正前と補正後とも特別職を含めて443人となっております。補

正額は、２節給料のほうの補正はありません。３節職員手当等につきましては、合計798万

3,000円の増額。４節共済費につきましては28万5,000円の増額。28節の繰出金につきまし

ては、児童手当を水道事業会計にて立てかえを行っているために繰り出すものでありますが、

補正はありません。 

  以上、正職員の補正の合計額は826万8,000円となりまして、補正後の予算額は32億8,149

万6,000円となります。 

  次に再任用職員の表となりますが、扶養手当はありませんので補正はございません。 

  次に合計の表となります。 

  補正後の再任用職員の予算を合わせた合計予算額は、32億9,857万1,000円となります。 
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  それでは、平成28年度（３月）補正予算説明書の16ページ、17ページをお願いします。 

  １款議会費、１項議会費、１目議会費の001議会事務局職員費７万6,000円の増額補正に

つきましては、職員１人の職員手当等７万3,000円及び共済費3,000円となります。 

  次に、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の001総務管理関係職員費186万

4,000円の増額補正につきましては、職員29人の職員手当等180万8,000円及び共済費５万

6,000円となります。 

  続きまして、18ページ、19ページをお願いします。 

  ７目支所及び出張所費、003敷島支所関係職員費23万円、005双葉支所関係職員費19万円、

合計42万円の増額補正につきましては、敷島支所の職員４人、双葉支所の職員２人、計６

人の職員手当等40万3,000円及び共済費１万7,000円となります。 

  次に、２項徴税費、１目税務総務費の001税務管理関係費47万円の増額補正につきまして

は、職員８人の職員手当等45万5,000円及び共済費１万5,000円となります。次に、３項戸

籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費の001戸籍住民関係職員費13万1,000円の増額

補正につきましては、職員３人の職員手当等12万6,000円及び共済費5,000円となります。 

  続きまして、34ページ、35ページをお願いします。 

  10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費の001教育管理関係職員費45万4,000円の増

額補正につきましては、職員７人の職員手当等43万9,000円及び共済費１万5,000円となり

ます。次に、４項学校給食費、１目給食センター費の001給食センター関係職員費11万

4,000円の増額補正につきましては、職員１人の職員手当等11万円及び共済費4,000円とな

ります。 

  続きまして、36ページ、37ページをお願いします。 

  ６項社会教育費、１目社会教育総務費の001社会教育関係職員費７万6,000円の増額補正

につきましては、職員１人の職員手当等７万3,000円及び共済費3,000円となります。次に、

５目図書館費の001図書館関係職員費３万9,000円の増額補正につきましては、職員１人の

職員手当等３万7,000円及び共済費2,000円となります。 

  続きまして、38ページ、39ページをお願いします。 

  ７項保健体育費、１目保健体育総務費の001保健体育関係職員費26万6,000円の増額補正

につきましては、職員３人の職員手当等25万6,000円及び共済費１万円となります。 

  子に係る扶養手当の増額に伴います総務教育常任委員会関係の人件費補正につきましては、

対象となります職員数は60人、補正額は391万円となります。 
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  説明は以上となります。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許しま

す。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  これで、人件費の審査を終了いたします。 

  次に、第１款議会費、第１項議会費について事務局の説明を求めます。 

  岩下議会事務局長。 

○議会事務局長（岩下和也君） よろしくお願いいたします。 

  それでは、議会事務局関係の補正につきましてご説明を申し上げます。 

  補正予算説明書、すいません、16、17ページをお願いします。 

  一番上の表になります。 

  １款、１項、１目議会費392万4,000円の減額をお願いするものでございます。内容につ

きましては、人事院勧告に伴います職員手当等の減額及び事業執行後の残額に対する減額で

あります。まず、001議会事務局職員費７万6,000円の増額につきましては、先ほど人事課

から説明があったとおりでございます。次に、012議会管理費300万円の減額につきまして

は、議場のマイクシステムの改修が予定していた時期より遅くなったための執行残に伴うリ

ース代の減額でございます。次に、015議会広報事業100万円の減額につきましては、年に

４回発行しております議会だよりのページ数の減少に伴う減額となっております。 

  以上、議会費の補正予算の説明といたします。ご審議のほうよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 
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○委員（松井 豊君） マイクの改修がおそくなったということですが、300万とは、結構な

額なんで、ちょっと。 

○委員長（長谷部 集君） 山岡係長。 

○庶務・議事係長（山岡広司君） 300万円の補正減の内容なんですけれども、本来ですと８

月から８カ月分を計上させていただきましたが、まず９月の議会につきましては市長選があ

るということで前倒しの８月でできなかったと。あと、10月、11月臨時会がありまして、

その時期もできないということで、２月から２カ月ということになりましたので、その分１

カ月52万3,000円の６カ月分ということで、約300万円の減額となっております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  これで第１款議会費、第１項議会費の審査を終了します。 

  次に、第２款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費、４目財産管理費、６目情報

管理費及び４項選挙費について一括して説明を求めます。 

  石合総務課長。 

○総務課長（石合雅史君） お疲れさまです。 

  総務課に関係します補正予算につきまして説明をいたします。 

  補正予算説明書16、17ページをお願いいたします。 

  初めに、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち014国際交流事業につきま

しては220万2,000円の減額補正となります。昨年７月23日から８月２日までの11日間、キ

オカック市友好交流団の生徒４人、随行者３人、計７人の受け入れを行いました。また、８

月11日から22日までの12日間、市内中学校生徒13人、随行者３人の計16人をオーストラリ

アのタラマラハイスクール友好交流団として派遣いたしました。ともに、事業の終了に伴い

本交流事業に対し甲斐国際交流協会に交付した補助金について決算に基づき不用額を戻入し

た上で補正減を行うものであります。 

  続きまして、４目財産管理費001竜王庁舎維持管理事業は580万円の減額となります。今
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年度、合併時に導入した庁舎内及び各出先機関をつないでいるＩＰ電話システムの耐用年数

経過に伴い機器一式の入れかえを行いました。内訳は、電話機613台、専用サーバーのほか

新たに無線電話機34台を導入し、電話対応を円滑化を図ったところであります。入札に伴

い発生いたしました入札差金を補正減するものであります。 

  次、６目になります。情報管理費のうち001情報化推進事業は382万6,000円の減額となり

ます。平成22年に導入したファイアウオールなどのセキュリティー対策機器及び共通周辺

機器の経年経過に伴い機器の入れかえで生じた備品購入経費の不用額の補正減を行うもので

ございます。また、002情報系システム運営事業につきましては、395万2,000円の減額補正

となります。今年度、耐用年数経過に伴い情報系端末機器290台及び周辺機器の入れかえを

実施いたしました。入札差金として使用料及び賃借料不用額395万2,000円を減額するもの

であります。 

  補正予算書18ページ、19ページをお願いいたします。 

  次の、４項選挙費、２目市長選挙費、002市長選挙執行事業は395万5,000円の減額となり

ます。昨年９月11日に告示された甲斐市長選挙は現職以外の立候補がなく、無投票当選と

なりました。決算に基づき不用額が発生した各節の減額補正を行うものでございます。 

  補正予算説明書20、21ページをお願いいたします。 

  ３目市議会議員選挙費、002市議会議員選挙執行事業は253万9,000円の減額となります。

市長選挙と同じく告示されました市議会議員補欠選挙は欠員１名に対し２名が立候補し選挙

戦となりました。いずれの節も決算に基づき生じた不用額の減額補正となります。次の９目

参議院議員選挙費のうち001参議院議員選挙職員費は25万8,000円の減額となります。昨年

７月10日に執行した参議院議員通常選挙における選挙管理委員会事務局職員の時間外及び

休日勤務手当等の減額補正となります。次の002参議院議員選挙執行事業は183万4,000円の

減額補正となります。いずれの節につきましても、決算に基づく不用額の補正減でございま

す。内訳で３節職員手当等につきましては、投開票において効率的な職員配置に努めたとこ

ろでございます。 

  また、13節委託料はポスター掲示場の設置・撤去経費が予想を大幅に下回ったことによ

る減額等でございます。次の11目市長・市議会議員同時選挙費のうち001市長・市議会議員

同時選挙職員費は111万8,000円の減額補正となります。市長選挙が無投票になったことに

伴いまして、選挙管理委員会事務局職員の事務従事が大幅に軽減されたことによる時間外ま

た休日勤務手当等の補正減となります。次の002市長・市議会議員同時選挙執行事業につき



－58－ 

ましては、326万8,000円の減額補正となります。いずれの節につきましては決算に基づく

不用額の補正額となりますが、市議会議員補欠選挙は立候補者が２名だったため、総体的な

経費の支出が軽減されました。特に、開票の際、投票用紙の自動読み取り分類機は導入せず、

手作業により開票を行い読み取り分類機の点検並びにセットアップ手数料等の軽減を図った

ところでございます。また、ポスター掲示場の設置・撤去委託費も想定経費と比較し安価で

契約できたことなどが主な減額の内容でございます。 

  以上、総務課に関連します補正予算の概要とさせていただきます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） それでは、これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  なければ……。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ２款の一般管理費の014の国際交流事業で、不用額が202万2,000円

かな、という今報告がありました。これは主に何が、多分これはあれかな、キオカックの受

け入れ人数が少なかったからかな、この辺の理由は何でしょうかね。 

○委員長（長谷部 集君） 石合課長。 

○総務課長（石合雅史君） おっしゃるとおり、通常の年度に比べてキオカックからの来る人

数が少なかったことも一つの要因ですし、オーストラリアタラマラハイスクールへ交流団を

派遣した際、これまで成田からの直行便がいつも確保できておりましたので、直行便を使っ

ていたと。ことしにつきましては、直行便の確保ができませんで、途中で乗りかえて現地に

行くというような手法をとりました。 

  その結果、航空運賃が通常に比べて若干安くなったというようなことで発生している不用

額でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 竜王庁舎の管理事業で先ほどの説明だと合併時にＩＰシーデム、それ

から電話の613とサーバーの入れかえと、無線電話ということの報告があったんですけれど

も、無線電話の活用というか、それどんな状況になっているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 石合課長。 
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○総務課長（石合雅史君） これまで全てコードにつながった電話を全ての各山とか配置して

おりましたけれども、どうしても自席を離れていろいろ対応したりとか資料を見ながら電話

対応したりというようなことで、その辺の使い勝手をよくするためにそれぞれの山、係の山

に１台ぐらいを目安に無線電話を設置してございます。機能的にはただコードがないという

だけで、一般の電話と変わりはございません。 

  以上です。 

○委員（内藤久歳君） なるほどね。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、それが何台ある、30何台と言ったっけ。 

○委員長（長谷部 集君） 石合課長。 

○総務課長（石合雅史君） 34台でございます。 

○委員（内藤久歳君） 34台ね。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その配置状況というのは、当然支所とかそういうのも、支所との関係

どうなっていますか。 

○委員長（長谷部 集君） 堤係長。 

○管理係長（堤 貞治君） 敷島庁舎、双葉庁舎、支所にも設置しております。 

○委員（内藤久歳君） はい、わかりました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ６目のね、情報管理の中で結構減額にこれなっていますよね、情報

系のシステムの運営事業とかこういう推進事業のね。今までも監査なんかでも問題になって

いるというのはこれの、要するに積算の仕方とかというのが非常に工事なんかに比べてね、

その辺の見直しというかお勉強されてこういう減額になったということなんですかね。その

辺のこの理由って。もし詳細がわかったら教えてください。 

  いろいろ減額なんていうのは非常にいいことなんだけれども、そうするとこういうことを

ほかのところでもやってっていただければ、こういうものが出てくるわけでしょう。その辺

の原因というかね、どうしてこういう感じになったのかね、詳細はもし説明できれば説明し

ていただきたい。 

○委員長（長谷部 集君） 石合課長。 
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○総務課長（石合雅史君） 今回備品の購入に関して差金が生じたという部分がございますけ

れども、当初予算を策定するときに当然いろいろな備品の価格表みたいなものをもとに予算

計上するわけですけれども、今回入札という形をとりまして、業者から見積もりを出しても

らった結果、非常に安価に導入することができたということがまず第１点でございます。 

  それから、使用料のほうの減額でございますけれども、端末機を相当の台数更新したわけ

でございます。当初は、４月の当初に切りかえを予定していたということなんですけれども、

どうしても４月の当初というと年度がかわってすぐというようなことで、まだいろいろな態

勢が確立されていないということで、その時期を若干送った経過がございます。結果的には、

８月に入れかえが終了したということで、４月から４、５、６、７、４カ月間ですか、この

部分が古いパソコンを使っていたということで新しいパソコンの使用料が発生しなかったと

いうための減額でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） いろいろなそういう理由はあるんでしょうけれどもね、そうやって

いろいろ今課長が答弁されたようなことができるんであったら、今後もね、ぜひそういうこ

とをやっていただいて、こういう減額の方向になればね、いいことだと思うんで、これ安く

なったからえらく業務に支障が出たなんつことはさらさらない話だから、ぜひその辺は考慮

していただいて今後ともこういうことをやっていただきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 今、内藤委員がちょっと質問した２款の電算管理費の中で001竜王庁

舎維持管理事業という中で合併以来ということなんですけれども、これだけの減額になって

いるわけですけれども、業者が変わったのかあるいは業者が変わっていなくて同じ業者なの

か、その辺のもし内容がわかったらお聞きしたいと思いますけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 堤係長。 

○管理係長（堤 貞治君） 合併時に導入した業者と新たに今年度から導入した業者は別の業
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者になりました。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） そうすると、業者が変わって入札価格が安かったということで理解し

ていいですね。はい、わかりました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  これで、第２款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費、４目財産管理費、６目情

報管理費及び４項選挙費の審査を終了いたします。 

  次に、第９款消防費、第１項消防費について説明を求めます。 

  長谷川防災危機管理課長。 

○防災危機管理課長（長谷川秀明君） お疲れさまです。 

  防災危機管理課より３月補正予算及び繰越明許費について説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の32ページ、33ページをお願いいたします。 

  下の表になりますけれども、まず、第９款消防費、第１項消防費、第１目常備消防費の補

正予算につきまして説明申し上げます。001の常備消防負担金につきまして、補正前の額８

億4,893万2,000円に、補正額622万円を増額し、補正後の額８億5,515万2,000円とする補正

をお願いするものでございます。内容でありますが、常備消防負担金のうち、峡北地区消防

本部庁舎建設事業に係る負担金について、ブラインドを初め収納庫、机、椅子など庁舎内の

備品購入に係る事業費が637万4,000円の増額、太陽光発電設備工事に係る事業費が15万

4,000円の減額となり、差し引きをしました金額の622万円の増額補正をお願いするもので

あります。なお、財源内訳の市債の10万円の減額につきましては、太陽光発電設備工事に

係る事業費の減額によるものであります。 

  次に、その下になりますが、第５目災害対策費の補正予算につきまして説明申し上げます。 

  002の防災無線施設維持管理費につきまして、補正前の額3,297万6,000円に補正額284万

6,000円を増額し、補正後の額3,582万2,000円とする補正をお願いするものでございます。

内容でありますが、県道甲斐中央線交差点改良工事に伴い、現在竜王中学校敷地内の北側に

あります防災行政無線の放送塔が支障となるため、移設に必要な経費の補正をお願いするも

のでございます。 
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  なお、財源内訳の諸収入の284万6,000円につきましては、山梨県からの移移転補償費で

ありまして、移設費用の全額が補償となります。 

  続きまして、補正予算説明書の47ページにございます、繰越明許費の説明をさせていた

だきます。 

  47ページの表の下から２番目になりますが、第９款消防費、第１項消防費、第５目災害

対策費の防災無線施設維持管理費について繰り越しをお願いするものでございます。内容は

先ほど説明をさせていただきました県道甲斐中央線交差点改良工事に伴い支障となる防災行

政無線の放送塔の移設工事が年度内の事業完了が困難なため、補正をお願いいたします工事

請負費284万6,000円の繰り越しをお願いするものであります。 

  以上、防災危機管理課関係の３月補正予算及び繰越明許費について説明をさせていただき

ました。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で第９款消防費、第１項消防費の審査を終了します。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 零時０４分 

 

再開 午後 １時１４分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  次に、第２款総務費、第３項戸籍住民基本台帳費について説明を求めます。 

  佐野市民窓口課長。 
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○市民窓口課長（佐野勝馬君） お疲れさまでございます。引き続きよろしくお願いします。 

  市民窓口課から繰越明許費について説明させていただきます。 

  補正予算説明書の47ページをお願いいたします。 

  一番上の段になりますが、２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳

費565万4,000円の明許繰越をお願いするものでございます。財源につきましては、全額国

庫補助金でございます。内容につきましては、住基印鑑登録事務費19節の負担金補助及び

交付金でございます。これは、マイナンバーカード交付事業費補助金における国の平成28

年度予算が繰り越されるため、市町村の歳出予算においても繰越明許費の議決をお願いする

ものでございます。これは、当初予定していましたカードの発行枚数に届かなかったため、

国庫債務負担行為平成28年度年割額565万4,000円を平成29年度に繰り越して事業執行する

ものでございます。 

  以上が市民窓口課の繰越明許費の説明でございます。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 事業は繰り越そうということなんですけれども、今登録の実績ってど

のくらいになっているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 佐野課長。 

○市民窓口課長（佐野勝馬君） 甲斐市の今、申請数ということで申し上げますけれども、１

月31日現在ですけれども6,364人、率にしますと8.5％です。 

  よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうするとまだ8.5％ということで、なかなか登録というかそれは少

ないようですけれども、これは目標というかね、ある程度何年度までにほとんど、目標設定

というか、当然これは各個人の判断でやることだけれども、そうはいっても国としての施策

でもって最終的には100％というような格好になろうかと思うんですよね。 

  だから、これを登録することによってさまざまな事務手続が簡素化されて効率的になると

いうふうな大きなメリットもあるわけで、その点についての今後、市としてね登録率を上げ

る方策は当然やってもらっているとは思うですけれども、今後何か考えていることがあるの
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ですか。 

○委員長（長谷部 集君） 佐野課長。 

○市民窓口課長（佐野勝馬君） これは委員さんおっしゃられるとおり、国策でやっているこ

とではございますけれども、国のほうとしましては、平成30年度には保険証にするという

ちょっと狙いがあるようでして、保険証にするということは国民のほとんどが最終的には持

つということになろうかと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 今回の確定申告のときは、いいと、今回はね、ということだったんで

すけれども、どのぐらいそういう方がいましたか。要するにカード持っていなかった。 

○委員長（長谷部 集君） 佐野課長。 

○市民窓口課長（佐野勝馬君） ２月16日から確定申告が始まりまして、ほとんど私毎日お

手伝いに行っていましたけれども、６割から７割の人が持ってきてコピーをして差し上げた

というような現状です。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許しま

す。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で第２款総務費、第３項戸籍住民基本台帳費の審査を終了します。 

  次に、第２款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費及び第４款衛生費、第２項環

境衛生費、第３目やすらぎ聖苑管理費について一括して説明を求めます。 

  白神市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 市民活動支援課より補正予算について説明をさせていた

だきます。 

  補正予算説明書の16ページ、17ページをお願いいたします。下段の表になります。 
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  第２款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費、021の生活環境部公用車管理事業

につきましてご説明申し上げます。補正前の額585万5,000円に補正額８万4,000円を増額し、

補正後の額593万9,000円とする補正をお願いするものでございます。内容につきましては、

２台の福祉バスの運行管理業務でございますが、平成24年度から山梨交通株式会社に業務

を委託しており、平成25年度の契約事項の見直しの際に乗務員の割り当てにおいて、やむ

を得ない理由がある場合に限りグループ会社山梨交通タウンコーチという会社になりますけ

れども、乗務員による運行を認め、その場合10％の割り増し料金とするという契約を締結

しております。これにつきましては、バス利用者の利便性を確保するために追加した経緯が

ございます。今年度につきましては、４月から12月までの実績におきまして226件の運行の

うち93件、約41％がグループ会社での実績となっております。昨年度におきましては、同

じく４月から12月までの実績において212件の運行のうち25件、約11％という数字でござい

ました。このふえた背景といたしましては、昨今のバス事故等によりまして、国土交通省か

らバス事業者に対しまして料金あるいは運行管理等の広範囲に及ぶ管理強化が求められてい

る影響があるものと推察しております。このような状況から、今後一層厳しい情勢となるこ

とが予見されますので、29年度におきましては、さきにご指摘をいただいております福祉

バスという名称や利用者の範囲、運行規則等の見直しをする予定となっております。 

  以上で、生活環境部雇用者管理事業の説明とさせていただきます。 

  続きまして、補正予算説明書28ページ、29ページをお願いいたします。 

  上段の表になります。 

  第４款衛生費、第２項環境衛生費、第３目やすらぎ聖苑管理費001一般管理費につきまし

てご説明申し上げます。補正前の額4,703万2,000円から230万円減額いたしまして、補正後

の額4,473万2,000円とする補正をお願いするものでございます。内容につきましては、こ

れまでの契約実績及び同規模施設の契約額等から算出して計上しております火葬業務委託料

の当初予算額1,529万2,800円に対しまして、今年度の火葬業務委託契約額が1,294万560円

となりました。その不用額235万2,240円につきまして、230万円を減額するものでございま

す。 

  以上の２点で市民活動支援課の補正予算についてのご説明とさせていただきます。よろし

くご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 
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  質疑ございませんか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ４款のやすらぎ聖苑、３目のやすらぎ聖苑の管理費、今不用額は

230万というお話でしたよね。これは要するに委託料だからあれなんだけれども、入札か何

かやったんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） そうですね、４月からの契約になりますので、３月中に

業者選定の見積もり入札を実施しております。 

○委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） それでこういう安い金額になったということなんですね。それなら

今後もそういうシステムというかそういうことでやっていくということですね、この委託に

関しては。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） そうですね、大筋では変わらないんですけれども、29

年度からは今の火葬業務プラス窓口業務を一括して業務委託という形で進んでおります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） その委託業者はね、入札してもらったんでしょうけれども、これだ

けの差が出るというのは何かやり方が変わったとかどういうことで、同じ業者が、業者が前

の業者と変わったんかどうかわかんないけれども、これだけのものが詰められるというかの

は、1,500万が要するに1,300万ぐらいになったとうことですよね、これね。どんなことが

考えられるんですか、こんな安くなった原因については。 

○委員長（長谷部 集君） 白神課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 詳細なところはちょっと、あくまで推察にはなるんです

けれども、やはり業者さんのほうで多少政策的な意味があって「ここはとろう」とかいうよ

うな形があって、根拠的に余り、ここは幾らぐらいだよ、何件だから幾らというものよりも、

ぜひとりたいところ、あるいはそうでないところというような面があるのかなと。 

  だから、全く同じ規模であっても、じゃ同程度でいくかというと、やっぱり地域性あるい

はその業者の狙いというところがありますので、ちょっと一概には言えないところがありま

す。 
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  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許しま

す。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  これで第２款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費及び第４款衛生費、第２項環

境衛生費、第３目やすらぎ聖苑管理費の審査を終了します。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 １時２５分 

 

再開 午後 １時２９分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開します。 

  次に、第10款教育費について一括して説明を求めます。 

  望月教育総務課長。 

○教育総務課長（望月映樹君） 教育総務課です。よろしくお願いいたします。 

  教育総務課から補正予算について説明させていただきます。 

  補正予算説明書の34ページ、35ページをご確認ください。 

  34ページ中段の10款教育費、３項中学校費であります。補正の内容は２月16日の総務教

育常任委員会で説明をさせていただきました県道甲斐中央線交差点改良事業に伴う補償物件

対象の竜王中学校について必要な整備にかかわる補正予算をお願いするものであります。１

目学校管理費の補正前の額７億6,405万4,000円に補正額6,046万円の増額補正をお願いし、

計８億2,451万4,000円とさせていただくものであります。財源につきましては、その他財

源で学校用地279.63平米の財産売払収入919万9,000円、工作物撤去新設などに伴う補償費

として諸収入2,126万2,000円、一般財源を2,999万9,000円としております。 

  35ページになります。 
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  008中学校施設整備費6,046万円の内訳は、設計監理としての委託料366万円と工事請負費

5,680万円であります。工事概要は２月の委員会の席上、図面で説明をさせていただきまし

た屋外トイレ、防球ネットフェンス、野球用バックネット、門柱、水道設備、物置などの撤

去、移設、新設であります。この予算につきましては、平成29年度に繰越明許とさせてい

ただきます。繰越明許費の資料48ページになります。既に中学校施設整備費は２月１日の

臨時議会で空調設備工事の予算を繰越明許としておりますので、変更をお願いするものです。

事業費6,046万円全額を翌年度に繰り越しをいたします。補正予算ご可決後早速設計委託を

発注し、６月に工事を発注、工事完了を来年の３月予定として整備をしたいと考えておりま

す。 

  以上で教育総務課の説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤学校教育課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） お疲れさまです。よろしくお願いいたします。 

  それでは、学校教育課に関係いたします補正予算につきましてご説明申し上げます。 

  補正予算説明書の34、35ページをお願いいたします。 

  上から２段目の10款教育費、２項小学校費、２目教育振興費でございますが、51万6,000

円の増額補正をお願いするものでございます。内容でございますが、003竜王南小学校費で

は新年度のこの４月に肢体不自由特別支援学級に比較的重い障害のある児童が入学すること

に対応するためアルミストレッチャーを購入する費用として14万6,000円を増額するもので

ございます。財源は全て一般財源であります。009敷島南小学校費では、この４月に学級の

増加が見込まれるため教師用教科書及び教師用指導書を購入するために37万円を増額する

ものでございます。財源は全て一般財源であります。次に、３目学校保健費でございますが、

001小学校保健衛生費では３万9,000円の増額補正をお願いするものでございます。内容で

すが、この４月から竜王西小学校の学級の増加に対応するため、紫外線歯ブラシ保管庫を購

入するために増額するものでございます。財源は全て一般財源でございます。 

  次に、一番下の段になります４項学校給食費、１目給食センター費でございますが268万

2,000円の減額補正をお願いするものでございます。内容でございますが001給食センター

関係職員費11万4,000円の増額と003給食センター運営費279万6,000円の減額でございます。

内容につきましては、補正予算説明書の36、37ページ上段になりますが、敷島及び双葉給

食センターでは当初予算編成時より児童・生徒数が少なくなったことから、給食の食材料費

の不用見込み額等305万円の減額と敷島及び双葉地区の小・中学校においてこの４月の学級
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の増加に対応するために食缶などの備品購入費25万4,000円の増額を合わせまして、279万

6,000円の減額補正をお願いするものでございます。また、財源内訳の特定財源として諸収

入の給食費350万3,000円の減額となります。次に、２目学校給食費、001学校給食費でござ

いますが360万3,000円の減額補正をお願いするものであります。内容でございますが、竜

王地区の各小・中学校では、当初予算編成時より児童・生徒数が少なくなったことから給食

の食材料費の不用見込み額等423万5,000円の減額と竜王地区の小・中学校においてこの４

月の学級増加に対応するため食缶などの備品購入費63万2,000円の増額を合わせまして、

360万3,000円の減額補正をお願いするものでございます。また、財源内訳の特定財源とし

まして諸収入の給食費453万円の減額となります。 

  次に、５項幼稚園費、１目幼稚園費005幼稚園就園奨励費でございますが、就園奨励費の

対象であった私立幼稚園が認定こども園に移行し支給対象外となったことから認定者数が減

少したため、不用見込み額を減額するものでございます。財源内訳の特定財源であります

国・県支出金の減額内容でございますが、国庫支出金として幼稚園就園奨励費補助金が130

万円の減額でございます。 

  以上、学校教育課に関係します補正予算についてご説明を申し上げました。よろしくご審

議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 剣持図書館長。 

○図書館長（剣持豊彦君） お疲れさまでございます。 

  図書館の補正予算について説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の36ページ、37ページをお願いいたします。 

  10款教育費、６項社会教育費、５目図書館費の001図書館関係職員費の増額がございまし

たが、それ以外に財源更正がございます。財源内訳の諸収入につきましては、図書館資料購

入事業に充てている山梨県市町村振興協会市町村交付金の確定に伴いまして、その他の財源

を減額し一般財源を増額する財源更正を行うものであります。 

  以上です。説明を終わります。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 引き続き、スポーツ振興課から今回の補正予算につきま

してご説明申し上げます。 

  補正予算説明書38、39ページをお願いいたします。 

  10款教育費、７項保健体育費、１目保健体育総務費の013自治会体育事業育成補助事業で
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ございます。補正前の額8,631万3,000円に105万6,000円の増額をお願いし8,736万9,000円

とするものであり、財源は全て一般財源でございます。自治会体育事業育成補助事業につき

ましては、自治会で実施されました体育事業の増加により不足額が生じる見込みのため、

79万円の増額補正をお願いするものでございます。続きまして、２目体育施設の003屋外体

育施設維持管理事業及び006Ｂ＆Ｇ海洋センター運営費でございます。補正前の額１億

5,829万4,000円に1,578万5,000円の増額をお願いし１億7,407万9,000円とするものであり、

財源は地方債150万円の減、その他として758万円の増、一般財源970万5,000円でございま

す。003屋外体育施設維持管理事業につきましては、県道甲斐中央線交差点改良事業に伴い

ます竜王中学校の４基の夜間照明設備移設と工事請負費として1,830万円の増額をお願いす

るものでございます。移設場所等につきましては、２月16日の総務教育常任委員会におき

まして図面でご説明させていただきました。今後の予定でございますが、６月に工事を発注

し、工期が来年の３月の予定となります。また、006Ｂ＆Ｇ海洋センター運営費につきまし

ては、双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター管理棟屋根防水及びプール防水工事に伴う工事請負費の不用

見込み額251万5,000円の減額補正をお願いするものでございます。財源内訳としまして地

方債150万円の減額につきましては、双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター管理棟屋根防水及びプール防

水工事に伴うものでございまして、その他758万円の増額につきましては、県道甲斐中央線

交差点改良事業に伴う県からの補償費858万円の増額と双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター管理棟屋根

防水及びプール防水工事に伴いますＢ＆Ｇ財団海洋センター修繕助成金の確定による100万

円の減額でございます。なお、県道甲斐中央線交差点改良工事に伴います竜王中学校の夜間

照明の移設等の工事完成予定が本年度は難しいため、工事請負費を平成29年度に繰り越し

をお願いするものでございます。繰越明許費の資料につきましては、47ページの一番下段

になります。屋外体育施設維持管理事業の工事請負費の金額1,830万円を平成29年度に繰り

越すものでございます。 

  以上でございます。よろしくご審議お願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 34、35ページの給食の食材費の減ですが、人数はどのぐらい減った

ということなんですか。 
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○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 竜王地区で小学生、中学生合わせまして88人、それから双

葉・敷島両センターで小学生、中学生合わせまして66人の減でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 先ほど、竜王中学校のね、照明の移設がありましたよね。当然、照明

だから夜間使えない時期があると思うんですけれども、その辺の対応というのはどんなにす

るのですか。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 昨年も使わせていただいた団体でソフトボールとまたサ

ッカー団体とかいろいろな団体が使っていただきました。今年度は期間的に使えない時期が

あるかと思うんですけれども、ほかの夜間照明がある学校施設等で対応できるようなことを

考えております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そういう点で利用者のトラブルが起きないように、しっかりと管理を

してもらいたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  いいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようであれば、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で第10款教育費の審査を終了いたします。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 １時４３分 

 



－72－ 

再開 午後 １時４４分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  次に、第２款総務費、第１項総務管理費、第５目企画費、第12款公債費、第１項公債費

並びに第13款諸支出金、第１項基金費について一括して説明を求めます。 

  横森企画財政課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） お疲れさまでございます。 

  それでは企画財政課からお願いいたします歳出の補正予算につきましてご説明いたします。 

  補正予算説明書の16ページ、17ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目企画管理費につきましては、005バス路線維持対策事

業は146万8,000円の増額、007地域公共交通活性化再生総合事業は65万円の増額、合わせて

211万8,000円の増額補正をお願いするものでございます。内容でありますが、005バス路線

維持対策事業につきましては、県の補助制度の組み替えに伴う増額であり財源といたしまし

て山梨県生活バス路線維持費補助金が同額補助されるものでございます。韮崎駅敷島甲府駅

線は国の補助金交付基準であります１日当たりの輸送量15人以上を満たしていないため、

国の補助金と協調し事業者に交付いたします山梨県バス運行対策費補助金の対象外となりま

した。この救済措置として山梨県生活バス路線維持費補助金があり、この補助金は赤字バス

路線に補助を行う市町村に対しその補助交付額の２分の１以内を県が２年間を限度として補

助するものであります。今回の補正はこの補助金への組み替えによるものでございます。 

  007地域公共交通活性化再生総合事業につきましては、甲斐市民バスの運行委託料の決算

見込みに伴い増額するものでございます。 

  次に、補正予算説明書の38、39ページをお開きください。 

  12款公債費、１項公債費、１目元金001元金1,574万8,000円の増額につきましては、平成

17年度に元利均等方式の20年償還で10年後に利率を見直す条件で借り入れました市債の見

直し利率が決定したことに伴い157万2,000円の増額と平成27年度に新規に借り入れた市債

の借り入れ条件の決定に伴い1,417万6,000円の増額、合わせて1,574万8,000円の増額をお

願いするものでございます。２目利子001利子につきましては、利率の見直しと借り入れ条

件の決定に伴い2,043万9,000円の減額をお願いするものでございます。 

  続きまして、13款諸支出金、１項基金費、１目財政調整基金費001財政調整基金積立金に

つきましては、今回の補正予算に伴います歳入歳出の差し引き額４億8,074万4,000円の増
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額と基金運用利子の確定に伴い45万9,000円の減額、合わせて４億8,028万5,000円を財政調

整基金に積み立てるものでございます。 

  これによりまして、今年度末の財政調整基金の残高につきましては、39億1,862万9,000

円と見込まれ、平成27年度末の残高と比較いたしますと、３億5,133万6,000円の増となる

見込みでございます。 

  次に、２目減債基金費001減債基金積立金につきましては、基金運用利子の確定に伴い３

万6,000円を減額するものでございます。 

  次に、40ページ、41ページをお開きください。 

  ８目公共施設等整備基金費001公共施設整備基金積立は７万4,000円の減額。９目土地開

発費基金費001土地開発基金積立は15万3,000円の減額。13目まちづくり振興基金費001まち

づくり振興基金積立は237万1,000円の増額でございますが、それぞれ基金運用利子の確定

に伴い補正をお願いするものでございます。 

  以上、歳出についてご説明申し上げました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 公債費のところで、先ほど2,043万9,000円の利子、利率の決定とい

うことでこんな減額になるということですけれども、決定した前の利率。どういうふうに変

わったのか。 

○委員長（長谷部 集君） 宮本係長。 

○財政係長（宮本 裕君） 利率の関係についてお答えいたします。 

  当初予算の見込みにつきましては、財政融資資金につきましては、当初1.0％で見込んで

おりましたけれども、実際借り入れを、利率が決定した利率につきましては0.1％、それと

民間資金の利率につきましては1.1％で予算のほうを計上していたんですけれども、確定し

た利率につきましては0.1％から0.48％の間で確定をいたしましたのでこれだけの計画にな

っております。 

  以上です。 

○委員（内藤久歳君） はい、わかりました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようであれば、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで、第２款総務管理費、第12款公債費並びに基金費の審査を終了します。 

  以上で歳出の審査を終了します。 

  次に、歳入について審査を行います。 

  第10款地方交付税から第21款市債まで一括で説明を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  それでは、このたびの一般会計補正予算３億5,465万5,000円につきまして、財源となり

ます歳入予算について一括してご説明いたします。 

  補正予算説明書につきましては、６ページ、７ページをお願いいたします。 

  初めに、10款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、１節地方交付税７億9,080

万4,000円でございます。地方交付税のうち普通交付税の本年度交付決定額が49億9,080万

4,000円となりましたので、当初予算計上額42億円との差額を増額補正するものでございま

す。 

  次に、12款分担金及び負担金、１項負担金、２目民生費負担金、２節児童福祉費負担金

4,428万8,000円の減額につきましては、保育料現年度分の第２子以降の保育料無償化及び

決算見込みに伴います減額でございます。５目農林水産業費負担金、１節農業費負担金、圃

場整備事業受益者負担金600万円の増額につきましては、県営土地改良事業における双葉北

部地区の中山間地域総合整備事業に係る受益者負担金でございます。 

  次に、14款国庫支出金、１項国庫負担金、２目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担

金331万5,000円の増額でございます。内訳として、障害者自立支援医療費負担金517万

2,000円につきましては、障害者自立支援医療費の決算見込みに伴い増額するものでありま

す。生活困窮者自立支援事業費負担金185万7,000円につきましては、住宅確保給付金事業

の決算見込みに伴い減額するものであります。２節児童福祉費負担金、教育保育費負担金

4,560万円の減額につきましては、市内保育所事業、広域保育事業、認定こども園等事業の
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給付費の決算見込みに伴い減額するものでございます。３節児童手当負担金2,272万4,000

円の減額につきましては、児童手当の決算見込みに伴い減額するものでございます。５節保

険基盤安定負担金103万1,000円につきましては、保険者支援分として一般会計から国民健

康保険特別会計に繰り出す基盤安定負担金206万2,365円の２分の１の額を国庫負担金とし

て増額するものでございます。 

  ８ページ、９ページをお願いいたします。 

  次に、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総務管理費補助金130万4,000円の

増額でございます。まず、社会保障税番号制度システム整備費補助金82万4,000円につきま

しては、内訳として中間サーバーに関する総務省分の整備費補助金が18万4,000円、特定個

人情報データ標準レイアウト改定に伴うシステム改修に関する厚生労働省分の整備費補助金

が64万円交付されることとなりましたので、総務費の業務系システム運営事業へ充当し、

財源更正するものでございます。 

  次に、地方公共団体情報セキュリティー強化対策費補助金48万円につきましては、８月

定例会において補正予算の議決をいただいた情報系ネットワーク分離業務に国庫補助金が交

付されることとなったため増額するものであります。 

  次に、２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費補助金１億7,111万5,000円の増額でござ

います。これは、平成28年度に給付いたしました臨時福祉給付金事業の決算見込みに伴い

ます減額と新たに平成29年４月から平成31年９月までの２年半分を一括で給付する臨時福

祉給付金経済対策分の給付事業の増額分と合わせまして給付事業費補助金を１億5,391万

5,000円、給付事務費補助金を1,720万円それぞれ増額するものでございます。 

  次に、２節児童福祉費補助金500万円の減額につきましては、特別保育事業のうち１日預

かり事業と延長保育事業の決算見込みに伴いまして補助率３分の１となります地域子ども・

子育て支援事業交付金を減額するものでございます。 

  次に、３目衛生費国庫補助金、２節環境衛生費補助金、地域バイオマス産業化整備事業補

助金729万円の減額につきましては、バイオマス産業都市推進事業の熱供給システム実施設

計に対する国庫補助金でありますが、発電事業者側の特別目的会社ＳＰＣの設立のおくれに

より平成28年度内に事業着手できないため、歳出予算とあわせて減額するものでございま

す。なお、減額分につきましては、新たに平成29年度当初予算に計上いたします。 

  次に、７目土木費国庫補助金、１節土木費補助金1,312万2,000円の減額につきましては、

道路新設改良事業、橋梁長寿命推進事業の決算見込みに伴います減額にあわせて、財源であ
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ります防災・安全社会資本整備交付金を減額するものでございます。 

  次に、９目教育費国庫補助金、３節幼稚園補助金130万円の減額につきましては、私立幼

稚園の就園奨励費認定額の確定に伴い幼稚園就園奨励費補助金を減額するものでございます。 

  次に、15款県支出金、１項県負担金、２目民生費県負担金、１節社会福祉費負担金258万

6,000円につきましては、障害者自立支援医療費の決算見込みに伴い障害者自立支援医療費

負担金を増額するものでございます。２節児童福祉費負担金2,430万6,000円の減額につき

ましては、内訳として先ほどの国庫負担金と同様市内保育所事業、広域保育事業、認定こど

も園等事業の給付費の決算見込みに伴い、教育・保育給付費負担金を2,280万8,000円の減

額、やまなし子育て応援事業の決算見込みに伴い第２子以降保育料無料化事業負担金を149

万8,000円減額するものでございます。３節児童手当負担金537万8,000円の減額につきまし

ても、先ほどの国庫負担金と同様、児童手当の決算見込みに伴い減額するものでございます。 

  次に、４節保険基盤安定負担金150万4,000円の減額でございます。内訳として、国民健

康保険基盤安定負担金81万4,000円につきましては、一般会計から国民健康保険特別会計に

繰り出す基盤安定負担金の保険者支援分51万5,591円と保険税軽減分29万8,813円、合わせ

て81万4,000円を増額するものでございます。後期高齢者医療保険基盤安定負担金231万

8,000円の減額につきましては、一般会計から後期高齢者医療特別会計に繰り出す基盤安定

負担金の保険者支援分に係る負担金を減額するものでございます。 

  10ページ、11ページをお願いいたします。 

  次に、２項県補助金、１目総務費県補助金、２節企画費補助金146万8,000円の増額につ

きましては、山交タウンコーチが運行する韮崎駅敷島甲府駅線に対する山梨県生活バス路線

維持費補助金を増額するものでございます。 

  次に、２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金576万5,000円の減額でございます。

内訳として重度心身障害者医療費助成事業費補助金580万円の減額につきましては、重度心

身障害者医療費助成金の決算見込みに伴い県補助分２分の１を減額するものでございます。

やまなし子育て応援事業補助金、障害児通所支援に係るもの３万5,000円につきましては、

第２子以降３歳未満の障害児が障害児通所支援サービスを利用した際の利用者負担額の２分

の１を助成するため増額するものでございます。あわせて576万5,000円を減額するもので

ございます。 

  次に、２節児童福祉費補助金2,850万円の増額でございます。内訳として、地域子ども・

子育て支援事業交付金500万円の減額につきましては、国庫補助金と同様に特別保育事業の
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うち一時預かり事業と延長保育事業の決算見込みに伴い減額するものでございます。教育・

保育給付費地方単独費用補助金3,350万円の増額につきましては、市が負担する施設型給付

費等のうち小学校就学前認定子供に係る費用に対する県単独補助金で山梨県子どものための

教育・保育給付費地方単独費補助金交付要綱に基づき計上するものでございます。 

  次に、５目農林水産業費県補助金、１節農業費補助金511万8,000円の減額でございます

が、内訳としてまず農業経営基盤強化資金利子助成補助金２万円の減額につきましては、平

成23年度に農業経営基盤強化資金の借り入れを行った２名が繰上償還したことにより、利

子補給補助金が減額となるため、財源の県補助分２分の１を減額するものでございます。 

  次に、青年就農給付金交付事業費補助金75万円及び農地集積・集約化対策事業費補助金

430万円の減額につきましては、それぞれ決算見込みに伴う減額であり、全額県補助である

ため歳出と同額を減額するものでございます。 

  次に、農業基盤整備促進事業補助金505万円の減額及び土地改良事業等補助金500万円の

増額につきましては、土地改良事業における農道改良工事１路線について補助事業を組み替

え、あわせて財源更正するものでございます。 

  次に、雪害緊急対策事業費補助金2,000円の増額つきましては、平成26年２月の大雪によ

る緊急対策事業として、金融機関から農業施設復旧支援対策資金の融資を受けた被災農家に

対して、県と市でそれぞれ１％の金利の利子補給を行い、被災農家の負担軽減を図るため県

の負担分を県補助金として計上するものでございます。 

  次に、３項委託金、１目総務費委託金、２節選挙費委託金171万8,000円の減額につきま

しては、参議院議員選挙の執行に伴う選挙経費の不用額の減額とあわせて参議院選挙委託金

を減額するものでございます。５目農林水産業費委託金、１節農業費委託金260万5,000円

の減額につきましては、県営土地改良事業における圃場整備換地業務委託料の確定に伴い

260万5,000円が減額となり財源である県委託金も同額を減額するものでございます。 

  次に、16款財産収入でございます。 

  補正予算説明書は10ページから13ページになります。 

  １項財産運用収入、２目利子及び配当金、１節利子及び配当金272万5,000円の増額につ

きましては、各種基金の運用利子の利率確定に伴う運用額の補正であります。 

  次に、２項財産売払収入、１目不動産売払収入、１節不動産売払収入919万9,000円の増

額につきましては、県道甲斐中央線交差点改良事業に伴う竜王中学校用地の売り払い収入を

計上するものでございます。 
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  次に、18款繰入金、１項基金繰入金、12目地域振興基金繰入金、１節地域振興基金繰入

金420万9,000円の増額につきましては、平成27年度の３月補正以降の精算未処理金につい

て、今回補正により積み立てました額を子ども医療費助成事業に充てるため、地域振興基金

から繰り入れるものでございます。 

  次に、20款諸収入、２項市預金利子、１目市預金利子、１節市預金利子297万9,000円の

減額につきましては、市普通預金等の最低現金分の利子について、利率確定に伴い減額する

ものでございます。 

  14ページ、15ページをお願いいたします。 

  次に、５項雑入、１目雑入、１節総務費雑入47万3,000円の減額につきましては、財団法

人山梨県市町村振興協会からの市町村交付金の交付決定に伴い減額するものであります。な

お、この交付金につきましては、10款教育費の図書館資料購入事業の財源として充当して

おりますので、今回の減額に伴いあわせて財源更正するものでございます。 

  次に、２節民生費雑入165万6,000円の増額でございます。内訳として、山梨県後期高齢

者医療広域連合派遣職員費156万1,000円につきましては、広域連合への派遣職員費の決算

見込みに伴う広域連合の人件費負担分を増額するものでございます。老人医療費助成金返還

金９万5,000円の増額につきましては、平成22年度から平成24年度の公費負担医療診療報酬

等の請求に誤りが認められたため、対象医療機関からの返還金を計上するものでございます。 

  次に、９節教育費雑入2,365万5,000円の増額でございます。内訳として、小・中学校給

食費現年度分803万3,000円の減額とＢ＆Ｇ財団海洋センター修繕助成金100万円の減額につ

きましては、それぞれ決算見込みに伴い減額するものでございます。その他雑入、教育総務

課3,268万8,000円の増額につきましては、県道甲斐中央線交差点改良事業に伴い、竜王中

学校敷地内の防災行政無線、屋外トイレ、防球ネット、グラウンド夜間照明設備などの施設

等に対する県からの補償費を計上するものでございます。 

  次に、３目過年度収入、１節社会福祉費負担金過年度収入235万8,000円の増額につきま

しては、平成27年度分の障害者自立支援給付費の精算に伴い国庫負担金の不足額が交付さ

れるものであります 

  次に、21款市債、１項市債でございます。１目総務債、２節臨時財政対策債につきまし

ては、当初予算では12億円を計上しておりましたが、本年度発行額を７億円に抑制いたし

まして、５億円を減額するものであります。 

  次に、12目合併特例債、１節合併特例債610万円の減額でございます。内訳として、（仮
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称）上八幡公園の整備事業につきましては、物件補償費の増額に伴い2,540万円の増額はご

ざいますが、事業費の確定に伴い土地改良区施設改修事業で1,100万円、道路新設改良事業

で480万円、橋梁長寿命推進事業で720万円、双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業で150万円、

バイオマス産業都市推進事業で690万円、峡北消防本部庁舎建設事業費負担金で10万円をそ

れぞれ減額し、合わせて610万円の減額をするものでございます。 

  地方債の現在高の見込みに関する調書につきましてはご説明いたしますので、補正予算説

明書の50ページをお開き願います。 

  表の一番下の行が合計でございまして、今回の補正で５億610万円を減額いたしますと、

本年度31億8,001万円の起債の発行を見込み、一番右の列になりますが、平成28年度末の現

在高は264億8,242万6,000円となる見込みでございます。 

  以上、歳入についてご説明いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようであれば、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で10款地方交付税から21款市債までの審査を終了します。 

  そして以上で平成28年度一般会計補正予算（第６号）の審査を終了いたします。 

  これより議案第10号 平成28年度甲斐市一般会計補正予算（第６号）について順次討論、

採決を行います。 

  本案について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 
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  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員長報告につきましてはご一任願います。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 ２時１３分 

 

再開 午後 ２時１４分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  続きましては、議案第15号 平成28年甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

  ここでお諮りをいたします。この補正予算につきましては、歳入歳出一括で質疑としてよ

ろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） それでは、そのようにさせていただきます。 

  内容について当局の説明を求めます。 

  白神市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 市民活動支援課より住宅新築資金等貸付事業特別会計の

補正予算についてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の112ページ、113ページをお願いいたします。 

  まず、歳入からご説明させていただきます。 

  第２款繰越金、第１項繰越金につきましては、前年度からの繰越金21万8,000円を増額補

正するものでございます。 

  次に、第３款諸収入、第１項貸付金元利収入につきましては、住宅新築資金と宅地取得資

金を合わせまして当初92万5,000円を予算計上しておりましたが、償還の滞り等によりまし

て21万8,000円の減額をさせていただくものでございます。 

  続きまして、114ページ、115ページをお願いいたします。 
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  歳出について説明をさせていただきます。 

  第１款事務費、第１項事務費、第２款公債費、第１項公債費のいずれにつきましても、財

源の更正でございます。貸付金元利収入の減額に伴いまして、前年度からの繰越金を充当す

るものでございます。 

  以上、住宅新築資金等貸付事業特別会計補正について説明を申し上げました。よろしくご

審議のほどお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） それでは、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑

を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で審査を終了します。 

  これより議案第15号 平成28年甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１

号）について順次討論、採決を行います。 

  本案について討論はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員長報告につきましては、ご一任を願います 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 
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休憩 午後 ２時１８分 

 

再開 午後 ２時１９分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、前回より継続審査となっております請願第28－２号 所得税法第56条廃止意見書

の提出を求める請願書を議題といたします。 

  なお、本件につきましては９月定例会において付託され、本委員会へはその際に紹介議員

に出席していただき、一度説明をいただいて審査を行っております。 

  そのため、説明及び質疑は省略し、再度各委員の意見をお聞かせ願いたいと思います。 

  それでは、滝川副委員長より順次ご意見をお願いいたします。 

○委員（滝川美幸君） 今まで継続審議ということで勉強させていただきますということを意

見を述べさせていただいておりましたけれども、やはり今ちょうどこの申告の時期ですけれ

ども、自営業者の方たちなどがやはり青色申告会などを使ってきちっと申告をしていると余

り不便なことも感じず、私自身もそれから今私の夫も自営業者として青色申告会入っていま

すけれども、いろんな面で学習の機会を与えていただいたりしながら申告をしておりますの

で、ぜひそういう形でもう少し努力をしていただきたいということで今回不採択という形に

させていただきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 次に、松井委員、お願いします。 

○委員（松井 豊君） 説明のときにもお話ししましたけれども、これは全国でも400自治体

で意見書が上がっていますし、国連の女性差別撤廃委員からも異議が申し出されているよう

に、やっぱり基本的な不公平がありますので、ぜひ採択をしていただきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 次に、斉藤委員、お願いします。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） いわゆる、俗に言うと３ちゃん商法みてえなところに、いわゆる正規

の税の手続をすればそれほどの極端な不公平という形にはなっていないように。私も自営し

ていて、私の場合は青色ってほとんどないんだけれどもね、多少はあるけれども。私もこな

いだ改めて確定申告してみて、今までやっていなかったこと不動産貸し付けなんか青色申告

でやったら戻りのほうが結構あったというようなことあるんで、そんなに極端な差別がない

というふうに私も感じているんで、これはちょっと逆にもっと苦しんでいる人もあったりと
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いうような部分からすると、採択はできないなというふうに思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 不採択ということですか。 

○委員（斉藤芳夫君） はい、不採択です。 

○委員長（長谷部 集君） 次に、有泉委員、お願いします。 

○委員（有泉庸一郎君） 請願項目56条廃止するという意見書なんですけれども、廃止とい

う前にいろいろな今ほかの委員からも話が出ましたように、もう少し勉強してからのほうが

いいような気がします。不採択ということでお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 不採択。 

○委員（有泉庸一郎君） はい。 

○委員長（長谷部 集君） 次に、内藤委員、お願いします。 

○委員（内藤久歳君） そうですね、これ逆な考え方すると、家族であれば仕事しなくても計

上するというのが逆にそういう税の不公平という部分につながるような部分もありますので、

この点についてはもう少し調査研究をするべきものかなというふうに思いまして、不採択で

お願いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員お願いします。 

○委員（保坂芳子君） 今、皆さんのご意見にありましたように、私も不採択ということでお

願いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） ここで休憩といたします。 

 

休憩 午後 ２時２３分 

 

再開 午後 ２時２３分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  ここで、本請願につきまして採決を行いたいと思います。 

  本請願について採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立少数〕 

○委員長（長谷部 集君） 起立少数でございます。 

  よって、本請願は不採択とすることに決定をいたしました。 



－84－ 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任を願います。 

  以上をもちまして本日の日程は全て終了をいたしました。 

  昼休憩を挟んで午後にまで大変長時間になりましたけれども、本当にありがとうございま

した。 

  これをもちまして総務教育常任委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時２５分 

 


